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市
長
挨
拶

栗原市は、平成17年4月1日に、10カ町村と
いう全国でも稀な広域合併により誕生し、今年
度で20周年を迎えました。この節目を市民の
皆さまとともに祝うことができますことに深い
喜びを感じております。

この20年を振り返りますと、「平成20年岩
手・宮城内陸地震」と平成23年の「東日本大震
災」の発生、令和２年からの新型コロナウイル
ス感染症拡大など大きな困難がありながらも、
市民や市議会、国や宮城県等、関係機関の皆さ
まの御指導、御協力のもと、よりよい市民生活
のための様々な施策を進めることができました。
心より感謝しているところであります。

これから先の10年後を考えると、私たちを
取り巻く環境は大きく変化しており、急激な人
口減少と少子高齢化、激甚化する自然災害への
対応に加え、農業、商工業の働き手不足などの
新たな課題も見えてきているところでありま
す。これらの課題に立ち向かい、栗原市を更に
よりよく発展させることを願い、栗原市誕生
20周年を記念するキャッチフレーズを「つなが
る ひろがる ずっと栗原」と定めました。ここ
には、これまでの歩みを振り返りながら、市民
がこれまで以上につながり、未来に向かって広
がっていく、そのような思いが込められており
ます。これまでの歩みを止めることなく、未来
につなぐ市政づくりに一層精進したいと考えて
おります。

結びに、明日を担う子どもたちに、「豊かな 
美しい くりはら」を引き継ぎ、「市民が創る く
らしたい栗原」を実現すべく、市民の皆さまと
ともに歩みを続けてまいりますので、今後とも
より一層のご支援を賜りますようお願い申し上
げ、発行の御挨拶といたします。

栗原市長

栗原市誕生20周年を記念する
「キャッチフレーズ」
「つながる ひろがる ずっと栗原」

作者：菅
すが

原
わら

 優
ゆう

花
か

さん（築館小学校６年（令和６年度現在））

【作品の説明】
子どもからお年寄りまで安心して、笑顔で暮らす

栗原市が、これからもずっと続きますようにという
思いと、日本一の住みたい田舎に輝くまちなので、
たくさんの人が集まり、賑わい、さらに住み良いま
ちになればいいなという気持ちで考えました。

栗原市誕生20周年を記念する
「シンボルマーク」

作者：山
やま

本
もと

 泰
たい

士
し

さん（デザイナー）

【作品の説明】
栗原市誕生20周年記念キャッチフレーズ「つなが

る ひろがる ずっと栗原」をリボンに見立てて、それ
にからむ「ねじりほんにょ」をイメージしたデザイン
となっています。

「神の絨毯」と称される絶景。
栗駒山の秋。

20th Anniversary KURIHARA01



く
り

《分解すると》

20th Anniversary KURIHARA スタート宣言！
栗原市誕生20周年記念式典

20th Anniversary KURIHARA

スタート宣言！

令和７年４月１日、栗原市が誕生して

20周年を迎えたことを記念して、“20th 

Anniversary KURIHARA”スタート宣

言を市役所前で行いました。セレモニー

では、佐藤市長が誕生20周年イヤーの

スタートを宣言した後、くす玉を割り、

20周年の幕開けを祝いました。また、

アトラクションとして築館城生野神楽ク

ラブの皆さんによる「鶏舞」が披露され、

セレモニーを盛り上げました。

栗原市誕生20周年記念式典

令和７年４月５日、「栗原市誕生20周

年記念式典」を栗原文化会館で開催しま

した。式典では、まちづくりに功績のあっ

た12団体と個人３人に20周年記念表彰

を行うとともに、合併後20年を振り返る

記念映像を公開しました。また、市合唱

連盟が市民歌などを高らかに歌い、式典

に花を添えました。
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◉公民館整備事業
市民が「いつでも　どこでも　だれでも」学べる生
涯学習の拠点として、安心して利用できる公民館を整
備しています。

◉歴史・文化の継承支援伝統芸能活動支援事業
伝統芸能活動の伝承育成及び普及啓発事業を支援し、
地域に根ざした伝統芸能を守るための補助金を交付し
ています。

◉総合防災訓練
平成20年岩手・宮城内陸地震や
東日本大震災などの災害の経験と
記憶を後世に伝え、関係機関や市
民が自然災害についての認識を深
めるとともに、災害に対する備え、
災害の未然防止と被害の軽減に資
するため防災訓練を行っています。

◉防災行政無線の拡充
防災行政無線戸別受信機の貸与、
中継局の更新などを行っています。

◉交通安全施設整備及び
防犯灯整備事業
交通事故防止のため、カーブミ
ラーやガード
レールなどの
整備のほか、
防犯灯の移設
や更新整備を
行っています。

◉橋りょうなどの更新事業
自然災害から市民の暮らしを守
るため、橋りょうなどの更新事業
に取り組んでいます。

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様
な暮らしを満喫できる生活環境を形成します

1

◉地域交通対策事業
安全で快適な移動サービスの提供と
地域交通の利便性の向上のため、タク
シー利用助成を行っています。

◉道路整備事業
市民の生活基盤である道路の整備を
行っています。

◉移住定住支援事業
東京・仙台でのくりはらオフィスの
開設や、移住定住コンシェルジュ等と連
携した移住相談、移住定住支援員の設
置、移住後のサポートを行っています。

◉水道施設整備事業
水道水を安定して供給するため、古
くなった水道管などを更新するほか、
施設を効率的に運用するため、施設の
統廃合を進めています。

◉合併処理浄化槽整備推進事業
公共下水道事業・農業集落排水事業
が計画されていない区域を対象に、申
請に基づき市が浄化槽の設置と維持管
理を行っています。

●栗原市のまちづくり●

恵
ま
れ
た
自
然
に
包
ま
れ
た
、質
の
高
い
暮
ら
し
の
ま
ち
を
創
る
た
め
に

Ⅰ

栗
原
市
の
美
し
い
自
然
を
守
り
、
自
然
と
の
共
生
と
景
観
保
全
を
念
頭
に
置
い
た
社
会
資
本
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
田
園
都
市
と

し
て
の
魅
力
を
高
め
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
誰
も
が
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
生
涯
に
わ

た
る
学
習
機
会
の
提
供
や
、
優
れ
た
文
化
・
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
生
活
の
質
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
自
主
防
災
組
織
へ
の

支
援
や
消
防
体
制
の
充
実
を
図
り
、
地
域
全
体
の
防
災
力
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べる
まちづくりを目指します

2

安全・安心なまちづくりを推進します3

東北移住＆つながり大相談会（写真左）
住みたい田舎ベストランキング第１位の盾（写真右）

新築した志波姫公民館 くりはら神楽まつり

栗原市総合防災訓練 整備が進む(仮称)栗原東大橋

令和6年4月から導入したタクシー利用助成事業

建替えした築館地区薬師山１号配水池

整備した市道長崎細倉線（一迫）

整備した都市計画道路一迫南線（築館）

防災行政無線戸別受信機（写真上）
と中継局（写真下）

更新した
カーブミラー
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◉少人数学級推進事業
自ら学び、自ら考える力や豊かな人間性を育むため、
小学校及び義務教育学校前期課程で25人学級を行っ
ています。

◉幼稚園給食費無償化事業
子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、栗原市
立幼稚園に通園する市内に住所を有する幼児を対象に、
給食費無償化を行っています。また、他市町村立幼稚
園や私立幼稚園、私立認定こども園等に通園する幼児
についても、給食費相当分を幼稚園等に補助すること
で保護者負担を無償にしています。

◉学校ＩＣＴ推進事業
タブレット端末を使い、学習内容をより理解できる

「わかる授業」を行い、「確かな学力」の育成を図って
います。

◉くりはら親善大使派遣事業
中学２年生等20人を姉妹都市である台湾南投市へ
派遣し、現地生徒との交流を通して、国際感覚豊かな
人材を育成しています。

●栗原市のまちづくり●
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。
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誇
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を
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を

地
域
全
体
で
進
め
て
い
ま
す
。◉学校給食費無償化事業

市内に住所を有する児童生徒を対象に、給食
費無償化を行っています。

◉幸せを運ぶこうのとり応援事業
不妊治療を受けている夫婦等の経済的負担を
軽減するための助成事業を行っています。

◉子育て応援医療費助成事業
０歳から18歳までの子育て家庭における経
済的負担の軽減を図るため、入院及び通院に係
る医療費のうち、保険診療分の自己負担額の全
額助成を行っています。

◉すこやか子育て支援金事業
出生祝金と、第３子以降の子が小学校入学時
に入学祝金を支給しています。

◉保育料２人目以降無料化事業
子育て世帯の負担を軽減するため、保育所等
へ入所している第２子以降の保育料の無料化を
行っています。

◉地域子育て支援センター運営事業
地域において、子育て親子の交流等を促進す
る子育て支援拠点を設置し、子育ての不安感等
の緩和や、子どもの健やかな育ちの支援を行っ
ています。

◉幼稚園預かり保育事業
幼稚園の保育時間終了後も保育を必要とする
園児を対象に預かり保育を行っています。

◉任意予防接種費用助成事業
乳幼児を対象としたおたふくかぜ、中学生ま
でを対象としたインフルエンザの任意予防接種
費用の全額助成を行っています。

◉スクールバス運行事業
園児及び遠距離通学となる児童生徒に対する通園・
通学支援と安全確保を図るため、スクールバスを運行
しています。

◉学校生活支援事業
特別な支援を必要とする児童生徒をサポートする学
校補助員を配置しています。

◉若柳小学校校舎大規模改修事業
より良い教育環境を確保するため、大規模改修を行
っています。

◉学校給食センター改修等事業
安全でおいしい学校給食を安定して提供するため、
設備改修や調理器具更新を行っています。

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を
目指します

1

次代を担うたくましい子どもを育成します2

人とつながり、支え合い、互いに高め合う
子どもを育てる環境を目指します

3

小学校及び義務教育学校前期課程での
25人学級を推進

スクールバスでの送迎 校舎の大規模改修を行っている
若柳小学校

改修した南部学校給食センター

タブレット端末を使った授業 台湾での学校交流

中学２年生等20人を台湾南投市へ派遣

学校給食費無償化

親子でのヨガ教室

幼稚園預かり保育

予防接種の様子
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●栗原市のまちづくり●

健
康
や
生
活
に
不
安
が
な
く
、優
し
さ
と
思
い
や
り
に
満
ち
た
ま
ち
を
創
る
た
め
に

Ⅲ

増
加
す
る
核
家
族
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
に
対
応
す
る
た
め
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、市
民
が
自
主
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
支
援
し
な
が
ら
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、地
域
全
体
で
支
え
合
う
体
制
の
構
築
や
地
域
医
療
を
支
え
る
人
材
を
確
保
・
育
成
す
る
こ
と
で
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療

体
制
を
守
り
ま
す
。

◉健康診査事業
市民の健康を守り、疾病の早期発見、
早期治療を推進するため、各種健康診
査やがん検診等を行っています。

◉いのちを守る総合対策事業
誰も自殺に追い込まれることのない
社会の実現に向け、相談窓口の設置や
研修等を行っています。

◉社会体育施設等改修事業
陸上競技場やテニスコートなどの改
修を行っています。

◉医療用ウィッグ・補正具
購入費用助成事業
がん治療する方が、仕事や家庭生活
等の社会生活を自分らしく過ごすこと
ができるよう、医療用ウィッグ等の購
入費用の負担軽減のため、一部助成を
行っています。

◉幼保一元化施設整備事業
栗駒・瀬峰・志波姫地区の幼稚園・
保育所・子育て支援センターを一体化
し、整備を行いました。

◉高齢者生きがい健康づくり事業
在宅の高齢者が生きがいを持ち、健康で生活できる
よう福祉サービスを提供しています。

◉地域包括ケアシステム構築事業
市内５か所に地域包括支援センターを設置し、介
護・福祉・保健・医療に関する総合的な相談業務や必
要なサービス調整を行っています。

◉介護予防・日常生活支援総合事業
要支援認定者等に対し、身体機能の維持・改善、介
護予防及び自立支援に資するため、訪問型サービスや
通所型サービスを提供しています。また、住民が主体
となり、介護予防の取組みを継続して実践できるよう
「くりはら元気アップ体操」などの普及推進、集いの
場づくりの支援を行っています。

◉産婦人科小児科医院開設助成事業
栗原市に産婦人科及び小児科医療施設を開設しよう
とする医師等に対し、開設に要する経費の一部を助成
しています。

◉医学生・看護学生修学一時金貸付事業
栗原市立病院及び診療所に勤務する医師、看護師を
確保するために、将来、栗原市立病院又は診療所に勤
務しようとする医学生、看護学生に対し、修学に必要
となる資金の貸付を行っています。

誰もが健康で安心して暮らせる環境を
つくります

1

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します2

市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります3

健診会場の様子

築館陸上競技場を会場とした陸上大会

メンタルヘルス講演会

整備した瀬峰幼稚園・保育所・子育て支援センター

奨学資金等貸付パンフレット市内に開設した小児科医院

くりはら元気アップ体操高齢者生きがい活動通所事業
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●栗原市のまちづくり●

栗
原
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
強
化
す
る
た
め
、
経
営
感
覚
を
備
え
た
農
業
者
の
育
成
や
生
産
基
盤
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
速
交
通
網
の
利
便
性
を
活
用
し
て
企
業
誘
致
を
促
進
し
、
既
存
企
業
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、
産
業
拠
点
を
形
成
す
る

と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
再
発
見
・
活
用
す
る
「
田
園
観
光
都
市
」
づ
く
り
を
進
め
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
賑
わ
い
の
創
出

に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
、産
業
や
交
流
が
盛
ん
な
ま
ち
を
創
る
た
め
に

Ⅳ

◉農地草刈り支援事業
市内に住所を有する70歳以上の農業者
が、業者等に農地の草刈り作業を委託した
場合、経費の一部を助成しています。

◉くりはら和牛の郷づくり
支援強化事業
栗原市内で生産され、父牛が栗原産の宮
城県基幹種雄牛の優秀な繁殖素牛や肥育素
牛をみやぎ総合家畜市場から導入した方に
補助金を交付しています。

◉栗原の美しい森林再生事業
適切な管理が行われていなかった私有林
（人工林）の森林管理を推進し、水源の保
全、災害の防止、二酸化炭素の吸収など森
林の持つ公益的機能の維持を図っています。

◉多面的機能支払交付金事業
農業・農村が有する国土の保全や水源の
かん養、自然環境の保全や良好な景観の形
成などの多面的機能を維持・発揮するため、
農地等の保全管理に係る、共同活動に対し
て交付金を交付しています。

◉有害鳥獣減容化処理施設
整備事業
有害鳥獣捕獲後の処理施設として、減容
化処理施設を整備し、有害鳥獣被害対策実
施隊員の負担軽減を図っています。

◉企業誘致等促進対策事業
企業誘致の促進を図るため、市
内に新設・移設・増設する企業に
対し助成しています。

◉奨学金返還支援事業
若者の市内企業への就職や市に
定着する人材を確保するため、市
内の事業所に雇用され、奨学金の
返還を行っている方に助成してい
ます。

◉ビジネスチャレンジ
サポート事業
新規開業に係る初期投資の負担
を軽減するため、店舗等の賃貸料
や改修・設備導入に要する経費の
一部を助成しています。

◉栗駒山登山道整備・交通渋滞対策事業
栗駒山エリアでの観光誘客のため、登山道の整備や、紅葉時期の環境
負荷軽減と観光客の利便性向上を目指したシャトルバスの運行などを実
施し、交流人口の増加を図っています。

◉まつり・イベント支援
市内各地で実施されているまつり・イベントに対し助成しています。

◉栗駒山麓ジオパーク推進事業
栗駒山麓ジオパークの拠点施設となるビジターセンターの展示の充実
を図っています。また、栗原の貴重な地質資源などを、子ども達へのジ
オパーク学習や、ガイド養成、ジオを体感できるプログラムなどに広く
活用しながら、栗駒山麓ジオパーク活動を推進しています。

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの
確立に取り組みます

1

産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します2

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します3

平成28年に分譲開始した若柳金成インター工業団地 ビジネスチャレンジサポート事業を活用して改修した店舗

日本ジオパーク再認定（令和５年）

全国和牛能力共進会宮城大会の表彰牛

保育間伐実施後の森林

鶯沢地区に設置した有害鳥獣減容化処理施設

栗駒山でのシャトルバス運行

つきだて薬師まつり

栗駒山麓ジオパーク学習発表会

令和７年度完成予定の「ほ場整備事業（栗駒稲屋敷・鶯沢袋地区）」
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●栗原市のまちづくり●

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
を
楽
し
め
る
ま
ち
を
創
る
た
め
に

Ⅴ

市
民
に
よ
る
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
自
治
会
な
ど
が
自
主
的
に
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま

す
。
市
民
が
生
き
が
い
を
感
じ
、
楽
し
み
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
様
々
な
人
材
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
市
民
と
の
情
報
共
有
を
進
め
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

仕
組
み
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市
民
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◉ご近所助け愛交付金交付事業
自治会内の班単位等で行う活動に自由に
活用できる交付金を交付し、より身近な規
模でのコミュニティ活動を支援しています。

◉地域おこし協力隊事業
地域の活性化と定住・定着を目的に、都
市圏・地方都市の人材を積極的に受け入れ
ています。

◉住民自治活動推進・活動助成事業
各地区の自治会やコミュニティ推進協議
会の創意工夫による自立的なコミュニティ
活動を支援するため、コミュニティ組織一
括交付金を交付しています。

◉各種証明書等コンビニ交付サービス事業
マイナンバーカードを利用して全国のコンビニエン
スストアで各種証明書を取得できるサービスを実施し
ています。これにより、時間や場所を問わず証明書を
取得できるようになり、市民の利便性向上と行政サー
ビスの充実を図っています。

◉テレビ回覧板事業
テレビのデータ放送を利用して、緊急情報やイベン
トのお知らせなど、市民生活に役立つ様々な情報の発
信を行っています。

◉公共施設への公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）
整備事業
耐災害性に優れた通信手段の確保と施設利用者の利
便性向上のため、公共施設へ公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）
のアクセスポイントの設置を進めています。

◉公共施設最適化推進事業
計画的に施設の解体を進め、管理費用の削減を図る
とともに、遊休市有地の処分に取り組んでいます。

◉地域集会施設新築改築修繕事業
地域活動拠点となる集会施設の新築・改築・補修な
どの整備に対して補助を行っています。

◉除草機械等貸出事業
市民ボランティアの除草作業において草刈機械を貸
出し、作業の負担軽減を図っています。

◉集落支援員設置事業
地域コミュニティ活動の活性化と地域の特色を生か
した地域づくりを推進するため、集落の見回りによる
課題の確認や、住民同士の話し合いなどを進める集落
支援員を配置しています。

小さなコミュニティを大切にした地域づくり
を推進します

1

市民が自ら行うまちづくり活動を支援します2

市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います3

貸出しを行うハンマーナイフモア新築した集会所

公衆無線ＬＡＮを整備した若柳公民館各種証明書がコンビニで受け取れます テレビのデータ放送で最新情報を得られます

ご近所で助け愛

活動する地域おこし協力隊

レクリエーション大会市民体育大会
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築館総合支所、市民活動支援センター
（2009年1月5日）

栗原中央大橋が開通
（2008年11月30日）

平成20年岩手・宮城内陸地震で震度6強を表示
する一迫総合支所の震度計（2008年6月14日） 10町村が合併し、栗原市が誕生。各庁舎で開庁式を挙行（2005年4月1日）

開校した金成小中学校
（2014年4月19日）

小田ダム湖畔パークゴルフ場オープン
（2011年7月1日）

東日本大震災で倒壊した若柳郷土資料館
（2011年3月11日）

開庁した栗原市消防庁舎
（2007年5月26日）

完成した瀬峰小学校新校舎
（2006年12月15日）

2005

‐2014
平成 17 年 － 平成 26 年

2005
4
月
1
日（
金
）
・
栗
原
郡
の
10
町
村
が
合
併
し
、
栗
原
市
が
誕
生

・
市
長
職
務
執
行
者
に 

佐
藤 

覚
次
郎 

氏（
前
一
迫
町
長
）が
就
任

5
月
1
日（
日
）
・
栗
原
市
長
に 

佐
藤 

勇 

氏
が
就
任

7
月
11
日（
月
）
・
栗
駒
総
合
支
所
が
新
築
移
転

9
月
15
日（
木
）
・
市
章
を
制
定

25
日（
日
）
・
開
市
式【
栗
原
文
化
会
館
】

2006
2
月
10
日（
金
）
・
東
京
都
あ
き
る
野
市
と
友
好
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
締
結

4
月
24
日（
月
）
・
金
成
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
を
開
所

8
月
18
日（
金
）
・
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
開
所【
志
波
姫
地
区
】

30
日（
水
）
・
栗
原
市
立
図
書
館
の
入
館
者
が
1
0
0
万
人
を
突
破

9
月
1
日（
金
）
・
安
全
安
心
メ
ー
ル
の
運
用
を
開
始

10
月
4
日（
水
）
・
学
校
給
食
が
市
内
全
域
で
開
始

12
月
15
日（
金
）
・
瀬
峰
小
学
校
新
校
舎
完
成

2007
3
月
5
日（
月
）
・「
市
民
が
創
る 

く
ら
し
た
い
栗
原
」を
市
政
運
営
の
理
念
と
し
て
、「
栗
原
市
総
合
計
画
」を
策
定

31
日（
土
）
・
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
が
運
行
終
了

4
月
1
日（
日
）
・
鶯
沢
診
療
所
移
転
・
開
所

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
一
括
交
付
金
制
度
を
創
設

・
保
育
所
等
へ
2
人
以
上
同
時
入
所
時
の
2
人
目
以
降
の
保
育
料
無
料
化
を
開
始

5
月
26
日（
土
）
・
栗
原
市
消
防
庁
舎
開
庁
式【
築
館
地
区
】

6
月
29
日（
金
）
・「
金
成
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
聖
使
徒
イ
オ
ア
ン
聖
堂
」を
市
有
形
文
化
財
に
指
定【
金
成
地
区
上
町
】

9
月
1
日（
土
）
・
市
民
憲
章
を
制
定

11
月
30
日（
金
）
・
細
倉
鉱
山
関
連
遺
産
が
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定

2008
3
月
26
日（
水
）
・
栗
駒
有
機
セ
ン
タ
ー
落
成
式

・
市
水
道
料
金
を
統
一

・
市
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）稼
働
開
始

6
月
14
日（
土
）
・《
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
》午
前
8
時
43
分
頃
、
岩
手
県
内
陸
南
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

２
の
地
震
が
発
生
。
一
迫
地
区
で
震
度
6
強
を
観
測

7
月
8
日（
火
）
・
サ
ン
ド
ビ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
サ
プ
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
と
新
工
場
建
設
協
定
を
締
結

9
月
1
日（
月
）
・
市
の
花「
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
」、
市
の
木「
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
」を
制
定

11
月
30
日（
日
）
・
栗
原
中
央
大
橋
が
開
通【
築
館
地
区
】

2009
1
月
5
日（
月
）
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
、
築
館
総
合
支
所
移
転

3
月
19
日（
木
）
・「
栗
原
市
震
災
復
興
計
画
」を
策
定

4
月
1
日（
水
）
・
栗
駒
病
院
移
転
・
開
院

・
栗
原
消
防
署
南
出
張
所
開
所
式【
瀬
峰
地
区
】

19
日（
日
）
・
栗
原
市
長
に 

佐
藤 

勇 

氏
が
再
選

6
月
14
日（
日
）
・
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震  

栗
原
市
追
悼
式【
栗
原
文
化
会
館
】

7
月
1
日（
水
）
・
小
・
中
学
生
の
入
院
医
療
費
助
成
を
開
始

12
月
2
日（
水
）
・
太
平
洋
工
業
株
式
会
社
と
立
地
協
定
を
締
結

13
日（
日
）
・
栗
原
市
民
歌「
栗
原
の
詩
」制
定
・
完
成
発
表
会【
栗
原
文
化
会
館
】

2010
3
月
20
日（
土
）
・
く
り
こ
ま
高
原
駅
開
業
20
周
年
記
念
式
典

31
日（
水
）
・「
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震 

栗
原
の
記
録
」の
記
録
誌
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
発
行

4
月
1
日（
木
）
・
栗
原
消
防
署
東
分
署
開
署
式【
若
柳
地
区
】

6
日（
火
）
・「
正
藍
染
」千
葉 

ま
つ

 

氏　
市
無
形
文
化
財
工
芸
技
術
者
認
定（
平
成
22
年
11
月
2
日
解
除
）

6
月
14
日（
月
）
・
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震  

栗
原
市
追
悼
式【
み
ち
の
く
伝
創
館
】

7
月
31
日（
土
）
・
栗
原
市
合
併
5
周
年
記
念
式
典【
栗
原
文
化
会
館
】

9
月
30
日（
木
）
・
鶯
沢
総
合
支
所
細
倉
出
張
所
を
閉
所

11
月
2
日（
火
）
・「
正
藍
染
」千
葉 

ま
つ

 

氏　
宮
城
県
無
形
文
化
財
保
持
者
認
定（
令
和
5
年
5
月
25
日
解
除
）

12
月
4
日（
土
）
・
自
主
防
災
組
織
認
定
証
交
付
式（
す
べ
て
の
行
政
区
に
自
主
防
災
組
織
が
設
立
）

2011
3
月
11
日（
金
）
・《
東
日
本
大
震
災
》午
後
2
時
46
分
頃
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
地
震
が
発
生
。
築
館
地

区
で
震
度
7
を
観
測
。

4
月
1
日（
金
）
・
小
・
中
学
生
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
を
追
加

5
月
1
日（
日
）
・
栗
原
消
防
署
西
出
張
所
を
開
所【
一
迫
地
区
】

7
月
1
日（
金
）
・
小
田
ダ
ム
湖
畔
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン【
一
迫
地
区
】

・
５
つ
の
総
合
支
所
に
保
健
推
進
室
と
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置

30
日（
土
）
・
わ
か
や
な
ぎ
農
産
物
直
売
所「
く
り
で
ん
」が
オ
ー
プ
ン

12
月
22
日（
木
）
・
市
道
馬
場
駒
の
湯
線「
冷
沢
橋
」が
開
通
し
、
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
の
被
災
路
線
が
す
べ
て
復
旧【
栗
駒
地
区
】

2012
4
月
1
日（
日
）
・
栗
原
消
防
署
北
分
署
開
署
式【
栗
駒
地
区
】。
５
署
・
所
体
制
が
整
う

7
日（
土
）
・
鶯
沢
幼
稚
園
と
文
字
幼
稚
園
を
再
編
し
た
、
新
し
い「
鶯
沢
幼
稚
園
」開
園
式

8
日（
日
）
・
鶯
沢
小
学
校
と
文
字
小
学
校
を
再
編
し
た
、
新
し
い「
鶯
沢
小
学
校
」開
校
式

15
日（
日
）
・
一
迫
中
学
校
と
花
山
中
学
校
を
再
編
し
た
、「
栗
原
西
中
学
校
」開
校
式

21
日（
土
）
・
尾
松
小
学
校
と
宝
来
小
学
校
を
再
編
し
た
、「
栗
駒
南
小
学
校
」開
校
式

5
月
1
日（
火
）
・「
震
度
７ 

東
日
本
大
震
災 

栗
原
市
の
記
録
」を
発
行

11
月
28
日（
水
）
・
岐
阜
県
大
垣
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

12
月
21
日（
金
）
・
秋
田
県
湯
沢
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

2013
1
月
25
日（
金
）
・
築
館
中
学
校
校
舎
完
成
式
典

3
月
13
日（
水
）
・
国
道
4
号
築
館
バ
イ
パ
ス
が
国
道
３
９
８
号
ま
で
開
通【
志
波
姫
地
区
】

4
月
7
日（
日
）
・
若
柳
地
区
内
の
5
小
学
校
を
再
編
し
た
、
新
し
い「
若
柳
小
学
校
」開
校
式

8
日（
月
）
・
栗
駒
中
学
校
と
鶯
沢
中
学
校
を
再
編
し
た
、
新
し
い「
栗
駒
中
学
校
」開
校
式

9
日（
火
）
・
一
迫
地
区
内
の
4
小
学
校
を
再
編
し
た
、
新
し
い「
一
迫
小
学
校
」開
校
式

・
一
迫
幼
稚
園
と
金
田
幼
稚
園
を
再
編
し
た
、
新
し
い「
一
迫
幼
稚
園
」開
園
式

10
日（
水
）
・
若
柳
地
区
内
の
4
幼
稚
園
を
再
編
し
た
、
新
し
い「
若
柳
よ
し
の
幼
稚
園
」開
園
式

・
栗
駒
地
区
内
の
3
小
学
校
を
再
編
し
た
、
新
し
い「
栗
駒
小
学
校
」開
校
式

21
日（
日
）
・
栗
原
市
長
に 

佐
藤 

勇 

氏
が
３
選

7
月
7
日（
日
）
・
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
を
設
立

8
月
20
日（
火
）
・
志
波
姫
総
合
支
所
開
庁
式

12
月
16
日（
月
）
・
瀬
峰
総
合
支
所
開
庁
式

24
日（
火
）
・
高
清
水
総
合
支
所
開
庁
式

2014
1
月
26
日（
日
）
・「
第
1
回
輝
け
！
お
ら
い
の
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」グ
ラ
ン
プ
リ
を
築
館
地
区
の
西
町
自
治
会
が
受
賞【
栗
原
文
化
会
館
】

３
月
21
日（
金
）
・
栗
原
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ね
じ
り 

ほ
ん
に
ょ
」デ
ビ
ュ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
＆
栗
駒
山
麓
ジ
オ
フ
ェ
ア【
エ
ポ
カ
21
】

４
月
１
日（
火
）
・
栗
原
市
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置【
金
成
地
区
】

18
日（
金
）
・
ホ
ッ
ケ
ー
強
豪
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
中
・
高
校
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
招
き
、
市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
の

ホ
ッ
ケ
ー
部
と
交
流
試
合
開
催（
～
21
日
）【
築
館
多
目
的
競
技
場
】

19
日（
土
）
・
金
成
地
区
5
小
学
校
と
金
成
中
学
校
を
再
編
し
、
栗
原
市
初
の
小
中
一
貫
教
育
校
と
な
る「
金
成
小
中
学
校
」開
校
式

７
月
５
日（
土
）
・
若
柳
中
学
校
新
校
舎
等
完
成
記
念
式
典

28
日（
月
）
・「
旧
く
り
は
ら
田
園
鉄
道　
客
車
庫
、
機
関
車
庫
及
び
車
輛
修
繕
庫
、
車
輛
係
員
詰
所
」を
市
有
形
文
化
財
に
指
定

【
若
柳
川
北
地
区
】

9
月
16
日（
火
）
・
住
ま
い
る
栗
原
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
タ
ウ
ン
事
業「
ほ
ほ
え
み
の
庭 

伊
豆
」、「
そ
よ
風
の
道 

川
南
」宅
地
分
譲
受
付
開
始

【
築
館
地
区
・
若
柳
地
区
】

12
月
1
日（
月
）
・
住
ま
い
る
栗
原
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
タ
ウ
ン
事
業「
み
ど
り
の
庭 

鹿
島
館
」宅
地
分
譲
受
付
開
始【
一
迫
地
区
】

誕
生
！ 

栗
原
市

平
成
17
年
4
月
1
日
、
こ
こ
か
ら
栗
原
市
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。
合
併
か
ら
10
年
の
歩
み
を
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
で
振
り
返
り
ま
す
。

10年の歩み
H i s t o r y

1420th Anniversary KURIHARA20th Anniversary KURIHARA15



「栗駒山麓ジオパーク」が日本ジオパークに
認定（9月4日） 2015栗原市民まつり（8月29日） 栗原市合併10周年記念式典（8月1日）

今できることプロジェクト事業実施協定
（4月2日） 合併10周年スタート宣言（4月1日）

第1回栗原ハーフマラソン大会（11月8日） 高円宮牌2015女子ホッケー日本リーグ
（9月26日～27日）

関東・東北豪雨による被害（9月11日） くりはら田園鉄道公園芝生広場オープン
（7月5日）

開所した築館幼稚園（4月10日）

2015
平成 27 年

1
月
11
日（
日
）
・
平
成
27
年
栗
原
市
成
人
式　
ゲ
ス
ト
：
岩
田 

華
怜 

氏（
俳
優
）【
若
柳
総
合
体
育
館
】

16
日（
金
）
・
副
市
長
に 

佐
藤 

智 

氏
が
就
任

31
日（
土
）
・
小
泉 
勝 
病
院
事
業
管
理
者
が
退
任

4
月
1
日（
水
）
・
病
院
事
業
管
理
者
に 
鈴
木 

元
悦 

氏
が
就
任

・
栗
原
市
合
併
10
周
年 “
10
ｔ
ｈ  

Ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
ｒ
ｙ  

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
” 

ス
タ
ー
ト
宣
言

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
を
小
学
校
3
年
生
か
ら
小
学
校
6
年
生
に
拡
充

・
育
児
や
家
事
の
支
援
、
育
児
不
安
の
傾
聴
支
援
等
を
行
う
こ
ど
も
家
庭
支
援
員
訪
問
事
業
を
開
始

・
山
王
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
、
お
む
す
び
保
育
園
築
館
園（
小
規
模
保
育
事
業
所
）を
認
可

2
日（
木
）
・
市
と
河
北
新
報
社
が「
今
で
き
る
こ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
実
施
協
定
」を
締
結

10
日（
金
）
・
築
館
幼
稚
園
、
玉
沢
幼
稚
園
、
宮
野
幼
稚
園
、
富
野
幼
稚
園
を
再
編
し
た
新
し
い「
築
館
幼
稚
園
」入
園
式

・
ホ
ッ
ケ
ー
強
豪
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
中
・
高
校
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
招
き
、
市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
の
ホ
ッ

ケ
ー
部
と
交
流
試
合
開
催（
～
13
日
）【
築
館
多
目
的
競
技
場
・
一
迫
多
目
的
広
場
】

5
月
30
日（
土
）
・
栗
原
市
合
併
10
周
年
記
念
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
広
い
宇
宙
の
中
で
」を
公
演【
栗
原
文
化
会
館
】

6
月
9
日（
火
）
・
市
議
会
議
長
に 

濁
沼 

一
孝 

氏
、
副
議
長
に 

佐
藤 

悟 

氏
が
就
任

7
月
1
日（
水
）
・「
栗
原
と
く
と
く
商
品
券
」、「
栗
原
く
ら
し
応
援
商
品
券
」、「
く
り
は
ら
魅
力
発
見
旅
行
券
」発
売
・
交
付
開
始

5
日（
日
）
・
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
芝
生
広
場
が
オ
ー
プ
ン【
若
柳
地
区
】

8
月
1
日（
土
）
・
栗
原
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典
及
び
平
成
27
年
度
栗
原
市
表
彰
式【
栗
原
文
化
会
館
】

・
記
念
講
演「
ふ
る
さ
と
を
思
う
」　
さ
だ 

ま
さ
し 

氏（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）【
栗
原
文
化
会
館
】

2
日（
日
）
・
栗
原
市
合
併
10
周
年
記
念「
栗
原
市
民
芸
術
祭
」を
開
催【
栗
原
文
化
会
館
】

8
日（
土
）
・
栗
原
市
合
併
10
周
年
記
念
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
俳
句
王
国
が
ゆ
く
」公
開
収
録【
若
柳
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
】

16
日（
日
）
・
く
り
は
ら
想
い
出
の
歌
D
V
D
を
発
行

29
日（
土
）
・
栗
原
市
合
併
10
周
年
記
念「
２
０
１
５
栗
原
市
民
ま
つ
り 

～
こ
れ
か
ら
も 

ず
ー
っ
と
・
・
・
栗
原
～
」【
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
栗
原
志
波
姫
店
特
設
会
場
】

9
月
4
日（
金
）
・「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

11
日（
金
）
・
平
成
27
年
9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
宮
城
県
内
に
東
北
初
の
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
、
市
内
で
堤
防
決
壊
な

ど
の
被
害
が
発
生　
死
者
2
人
、
避
難
者
6
9
8
人
、
床
上
浸
水
86
棟

19
日（
土
）
・
栗
原
市
合
併
10
周
年
記
念
講
演
会「
宇
宙
へ
！
み
ん
な
の
夢
を
子
ど
も
た
ち
に
」 

講
師
：
阿
部 

新
助 

氏（
日
本
大
学
理
工

学
部
航
空
宇
宙
工
学
科
准
教
授
）【
若
柳
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
】

26
日（
土
）
・
高
円
宮
牌
2
0
1
5
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
リ
ー
グ
が
市
内
を
会
場
に
開
催（
～
27
日
）【
築
館
多
目
的
競
技
場
・
一
迫
多
目

的
広
場
】

10
月
9
日（
金
）
・
第
54
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会
宮
城
大
会（
～
11
日
）【
栗
駒
山
】

15
日（
木
）
・
丸
電
プ
レ
ス
工
業
株
式
会
社 

進
出
決
定【
金
成
工
業
団
地
】

11
月
8
日（
日
）
・
栗
原
市
合
併
10
周
年
記
念「
第
1
回
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」【
若
柳
地
区
栗
原
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
】

23
日（
月
）
・
栗
原
市
合
併
10
周
年
記
念「
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
」【
栗
原
文
化
会
館
】

12
月
12
日（
土
）
・
栗
原
市
合
併
10
周
年
記
念「
心
に
き
ざ
む
文
化
講
演
会
」講
師
：
茂
木 

健
一
郎 

氏（
脳
科
学
者
）【
栗
原
文
化
会
館
】

13
日（
日
）
・
国
道
4
号
築
館
バ
イ
パ
ス
が
市
道
栗
原
中
央
線
ま
で
開
通【
志
波
姫
地
区
】

28
日（
月
）
・
第
2
大
林
農
工
団
地（
若
柳
金
成
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
）完
成【
若
柳
地
区
】

合
併
10
周
年  

― 

こ
れ
か
ら
も  

ず
ー
っ
と
… 

栗
原 

―

合
併
10
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
た
栗
原
市
。「
こ
れ
か
ら
も　
ず
ー
っ
と
…
栗
原
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
様
々
な
記
念
事

業
を
展
開
し
、
栗
原
の
魅
力
を
全
国
へ
と
力
強
く
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
３
年
に
設
立
さ
れ
た
推
進
協
議
会
の
も
と
、

地
域
住
民
や
専
門
家
が
手
を
取
り
合
っ
て
育
ん
で
き
た「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
」が
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
栗
原
の
歩
み
と
挑
戦
が
確
か
な
形
と
な
っ
て
刻
ま
れ
た
平
成
27
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

20年の歩み
H i s t o r y
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熊本県南阿蘇村へ支援物資を運搬するトラック
（4月18日） 新しい暮らしの便利帳を発行（9月30日）

くりはら想い出の歌DVD販売開始（4月1日）

栗原市・南投市国際友好交流協定締結（3月14日）

台湾南投市へ市代表団派遣
（10月16日～20日）

開所した北部学校給食センター（8月1日） 細倉マインパークリニューアルオープン
（7月2日）

開庁した若柳総合支所（4月11日）

開所した志波姫幼稚園・志波姫保育所
（4月1日）

1
月
10
日（
日
）
・
平
成
28
年
栗
原
市
成
人
式　
ゲ
ス
ト
：
宮
藤 

官
九
郎 

氏（
脚
本
家
）【
若
柳
総
合
体
育
館
】

3
月
3
日（
木
）
・
エ
ヌ
・
エ
ス
・
ト
ー
ト
株
式
会
社（
現 

ナ
ブ
コ
ト
ー
ト
株
式
会
社
）移
転
決
定【
築
館
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
】

14
日（
月
）
・
台
湾
南
投
市
市
長
を
団
長
と
す
る
南
投
市
政
府
代
表
団
14
人
が
栗
原
市
に
来
訪
し
、
栗
原
市
と
国
際
友
好
交
流
協
定
を

締
結（
～
17
日
）

25
日（
金
）
・
三
峰
工
業
団
地（
築
館
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
）完
成【
築
館
地
区
】

27
日（
日
）
・
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム【
栗
原
文
化
会
館
】

31
日（
木
）
・
鈴
木 

元
悦 

病
院
事
業
管
理
者
が
退
任

4
月
1
日（
金
）
・
病
院
事
業
管
理
者
に 
平
本 
哲
也 

氏 

が
就
任

・
く
り
は
ら
想
い
出
の
歌
D
V
D
の
販
売
開
始

・
ニ
チ
イ
キ
ッ
ズ
築
館
み
や
の
園（
小
規
模
保
育
事
業
所
）を
認
可

・
栗
駒
幼
稚
園（
旧
栗
駒
幼
稚
園
、
岩
ケ
崎
幼
稚
園
、
尾
松
幼
稚
園
、
鳥
矢
崎
幼
稚
園
を
再
編
）、
栗
駒
保
育
所（
旧
栗
駒
岩

ケ
崎
保
育
所
、
中
野
保
育
所
を
再
編
）を
幼
保
一
体
施
設
と
し
て
開
園
・
開
所

・
志
波
姫
幼
稚
園（
旧
ふ
た
ば
幼
稚
園
）、
志
波
姫
保
育
所
を
幼
保
一
体
施
設
と
し
て
開
園
・
開
所

・
若
柳
・
一
迫
地
区
の
幼
稚
園
舎
を
増
築
し
、
４
月
か
ら
全
て
の
市
立
幼
稚
園
で
３
年
保
育
、
給
食
の
提
供
、
土
曜
日
の

預
か
り
保
育
を
実
施

11
日（
月
）
・
若
柳
総
合
支
所
開
庁
式

15
日（
金
）
・
ホ
ッ
ケ
ー
強
豪
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
中
・
高
校
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
招
き
、
市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
の
ホ
ッ

ケ
ー
部
と
交
流
試
合
開
催（
～
18
日
）【
築
館
多
目
的
競
技
場
・
一
迫
多
目
的
広
場
】

18
日（
月
）
・
平
成
28
年
熊
本
地
震
支
援
の
た
め
先
遣
隊
と
し
て
南
阿
蘇
村
に
職
員
３
人
派
遣

5
月
15
日（
日
）
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
民
謡
魂　
ふ
る
さ
と
の
唄
」公
開
収
録【
栗
原
文
化
会
館
】

19
日（
木
）
・
栗
原
市
立
図
書
館
の
入
館
者
が
2
0
0
万
人
を
達
成

6
月
1
日（
水
）
・
築
館
保
育
所
が
築
館
幼
稚
園
と
の
一
体
施
設
と
し
て
開
所
。
築
館
保
育
所
に
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
病
後
児
保

育
室
を
併
設

19
日（
日
）
・
台
湾
花
蓮
縣
消
防
局
が
参
加
し
、
平
成
28
年
度
栗
原
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施【
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
栗
駒
】

7
月
2
日（
土
）
・
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン【
鶯
沢
地
区
】

8
月
1
日（
月
）
・
住
ま
い
る
栗
原
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
タ
ウ
ン
事
業「
き
ら
め
き
の
丘 

三
峰
」、「
い
ず
み
の
庭 

佐
野
丁
」宅
地
分
譲
開
始【
築
館

地
区
・
高
清
水
地
区
】

・
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
開
設【
金
成
地
区
旧
津
久
毛
小
学
校
跡
地
】

6
日（
土
）
・
第
31
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
2
0
1
6
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）に
、
築
館
地
区
出
身
の 

三
橋 

亜

記 

選
手（
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
）、
栗
駒
地
区
出
身
の 

秋
山 

輝
吉 

選
手（
射
撃
）が
出
場【
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
】

27
日（
土
）
・
2
0
1
6
栗
原
市
民
ま
つ
り “
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
く
り
は
ら
” 

～
届
け
ま
す 

栗
原
の
お
も
て
な
し
～【
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ

ン
タ
ー
栗
原
志
波
姫
店
特
設
会
場
】

31
日（
水
）
・
台
風
10
号
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
岩
泉
町
に
対
し
、
職
員
延
べ
18
人
及
び
給
水
車
を
派
遣

・
台
風
10
号
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
岩
泉
町
に
対
し
、
緊
急
消
防
援
助
隊
応
援
出
動
と
し
て
消
防
職
員
延

べ
91
人
を
派
遣

9
月
1
日（
木
）
・
栗
原
市
消
防
団
が
平
成
27
年
関
東
・
東
北
豪
雨
に
お
け
る
人
命
の
安
全
確
保
と
被
害
の
軽
減
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
平
成
28
年
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞

5
日（
月
）
・
株
式
会
社
ハ
イ
レ
ッ
ク
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
立
地
協
定
締
結【
若
柳
金
成
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
】

30
日（
金
）
・
市
と
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
と
の
官
民
共
同
事
業
で
、
新
し
い「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」を
発
行

10
月
1
日（
土
）
・
子
育
て
応
援
医
療
費
助
成
の
対
象
を
15
歳
か
ら
18
歳
に
拡
大

16
日（
日
）
・
交
流
促
進
の
た
め
、
台
湾
南
投
市
へ
佐
藤
市
長
を
は
じ
め
13
人
の
市
代
表
団
を
派
遣（
～
20
日
）

11
月
13
日（
日
）
・
第
2
回
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会【
若
柳
地
区
栗
原
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
】

23
日（
水
）
・
平
成
28
年
度
栗
原
市
表
彰
式
・
防
災
講
演
会
を
開
催【
栗
原
文
化
会
館
】

26
日（
土
）
・
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
栗
駒
山
系
直
轄
砂
防
事
業（
国
土
交
通
省
）完
成
式【
花
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
】

29
日（
火
）
・
k
h
b
東
日
本
放
送
主
催
の
第
15
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
、
市
の
応
募
作
品「
I 

l
i
k
e 

t
h
i
s
」（
髙

橋 

将
さ
ん
制
作
）が
銀
賞
を
受
賞

12
月
4
日（
日
）
・「
第
2
回
輝
け
！
お
ら
い
の
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」グ
ラ
ン
プ
リ
を
栗
駒
地
区
の
滝
ノ
原
自
治
会
が
受
賞【
栗
原
文
化
会
館
】

11
日（
日
）
・
心
に
き
ざ
む
文
化
講
演
会　
講
師
：
金 

美
齢 

氏（
評
論
家
）【
栗
原
文
化
会
館
】

20
日（
火
）
・
ミ
ヤ
マ
工
業
株
式
会
社 

進
出
決
定【
若
柳
金
成
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
】

22
日（
木
）
・
株
式
会
社
イ
ノ
ア
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
立
地
協
定
を
締
結【
築
館
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
】

29
日（
木
）
・
台
北
市
体
育
総
会
陸
上
競
技
協
会
招
待「
お
は
よ
う
台
北
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」に
選
手
団
5
名
を
派
遣（
～
1
月
1
日
）

子
育
て
環
境
の
充
実  

― 

未
来
を
育
む
ま
ち
づ
く
り 

―

築
館
・
栗
駒
・
志
波
姫
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚
園
と
保
育
所
を
幼
保
一
体
施
設
と
し
て
整
備
。
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
市
立
幼
稚

園
で
3
年
保
育
、
給
食
の
提
供
、
土
曜
日
の
預
か
り
保
育
を
開
始
し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
栗
原
市
出
身
の
三
橋
亜
記
選
手
が
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
、
秋
山
輝
吉
選
手
は
射
撃
男
子
ラ
ピ

ッ
ド
フ
ァ
イ
ア
ピ
ス
ト
ル
の
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
未
来
を
育
み
、
感
動
を
分
か
ち
合
っ
た
平
成
28
年
を
振
り
返
り

ま
す
。

2016
平成 28 年

20年の歩み
H i s t o r y
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台湾花蓮縣消防局も参加し防災訓練を実施
（6月18日）

栗原市に来訪された台湾南投市の皆さん
（6月7日～8日）

「瀬峰神楽」を市無形民俗文化財に指定
（5月22日） 開庁した一迫総合支所（3月21日） 台湾花蓮縣と防災交流（3月14日～18日）

ゲストも迎え楽しく走るランナー（11月12日） 第11回全国和牛能力共進会宮城大会
（9月7日～11日）

オーストラリアホッケークラブ
チームと交流試合

（4月21日～24日）

くりでんミュージアム
完成（4月1日）

1
月
8
日（
日
）
・
平
成
29
年
栗
原
市
成
人
式　
ゲ
ス
ト
：
ワ
ッ
キ
ー 

氏（
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
）／
若
新 

雄
純 

氏（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
）【
若
柳
総
合
体
育
館
】

31
日（
火
）
・
佐
藤 
智 
副
市
長
が
退
任

2
月
24
日（
金
）
・「
第
2
次
栗
原
市
総
合
計
画
」を
策
定

3
月
14
日（
火
）
・
台
湾
花
蓮
縣
主
催
の
防
災
・
救
助
訓
練
に
、
市
消
防
本
部
特
別
救
助
隊
が
参
加（
～
18
日
）【
台
湾
花
蓮
縣
】

21
日（
火
）
・
一
迫
総
合
支
所
開
庁
式

4
月
1
日（
土
）
・
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
完
成
し
、
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン【
若
柳
地
区
】

・
第
3
子
以
降
の
児
童
が
小
学
校
入
学
す
る
際
の
補
助
、
小
学
校
入
学
支
援
事
業
を
開
始

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
土
曜
日
ま
で
拡
充

14
日（
金
）
・
築
館
小
学
校
と
玉
沢
小
学
校
を
再
編
し
た
新
し
い「
築
館
小
学
校
」開
校
式

21
日（
金
）
・
ホ
ッ
ケ
ー
強
豪
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
中
・
高
校
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
招
き
、
市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
の
ホ
ッ

ケ
ー
部
と
交
流
試
合
開
催（
～
24
日
）【
一
迫
多
目
的
広
場
】

30
日（
日
）
・
佐
藤 

勇 

栗
原
市
長
が
退
任

・
亀
井 

芳
光 

教
育
長
が
退
任

5
月
1
日（
月
）
・
栗
原
市
長
に 

千
葉 

健
司 

氏
が
就
任

2
日（
火
）
・
市
議
会
議
長
に
瀨
戸 

健
治
郎 

氏
、
副
議
長
に
相
馬 

勝
義 

氏
が
就
任

8
日（
月
）
・
築
館
宮
野
地
区
で
大
規
模
な
火
災
が
発
生（
13
世
帯
24
棟
が
被
害（
う
ち
15
棟
が
全
焼
））

18
日（
木
）
・
副
市
長
に 

千
葉 

章 

氏
が
就
任

20
日（
土
）
・
教
育
長
に 

佐
藤 

新
一 

氏
が
就
任

22
日（
月
）
・「
瀬
峰
神
楽
」を
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

6
月
7
日（
水
）
・
台
湾
南
投
市
政
府
代
表
団
、
市
長
を
は
じ
め
24
人
が
栗
原
市
を
訪
問（
～
8
日
）

18
日（
日
）
・
台
湾
花
蓮
縣
消
防
局
が
参
加
し
、
平
成
29
年
度
栗
原
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施【
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
栗
駒
】

8
月
26
日（
土
）
・
2
0
1
7
栗
原
市
民
ま
つ
り “
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
く
り
は
ら
” 

～
届
け
ま
す 

栗
原
の
お
も
て
な
し
～【
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ

ン
タ
ー
栗
原
志
波
姫
店
特
設
会
場
】

9
月
1
日（
金
）
・
1
歳
未
満
の
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
赤
ち
ゃ
ん
用
品
支
給
事
業
を
開
始

7
日（
木
）
・
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会（
～
11
日
）に
お
い
て
、
栗
原
市
か
ら
6
頭
が
入
賞【
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
】

10
月
13
日（
金
）
・「
入
の
沢
遺
跡
」が
国
史
跡
に
指
定【
築
館
地
区
城
生
野
】

14
日（
土
）
・
平
成
29
年
度
栗
原
市
礼
遇
者
推
載
式
並
び
に
表
彰
式【
栗
原
文
化
会
館
】

11
月
12
日（
日
）
・
第
3
回
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会【
若
柳
地
区
栗
原
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
】

14
日（
火
）
・
心
に
き
ざ
む
文
化
講
演
会　
講
師
：
鈴
木 

明
子 

氏（
プ
ロ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
）【
栗
原
文
化
会
館
】

20
日（
月
）
・
震
災
復
興
や
防
災
・
観
光
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
栗
原
市
が
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
を
受

賞【
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

12
月
1
日（
金
）
・
k
h
b
東
日
本
放
送
主
催
の
第
16
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
、
市
の
応
募
作
品「
栗
原
ニ
ュ
ー
ス
」（
髙
橋 

将
さ

ん
制
作
）が
映
像
賞
を
受
賞

・
石
巻
市
と
栗
原
市
が
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
住
民
の
広
域
避
難
協
定
を
締
結

7
日（
木
）
・
女
川
町
と
栗
原
市
が
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
住
民
の
広
域
避
難
協
定
を
締
結

29
日（
金
）
・
台
北
市
体
育
総
会
陸
上
競
技
協
会
招
待「
こ
ん
ば
ん
は
台
北
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」に
選
手
団
６
名
を
派
遣

記
憶
を
つ
な
ぎ
、
備
え
を
強
化
し
た
一
年

― 

復
興
と
防
災
の
歩
み 

―

惜
し
ま
れ
つ
つ
2
0
0
7
年
に
廃
線
と
な
っ
た「
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
」の
施
設
が「
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
」と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
防
災
分
野
で
は
、
台
湾
花
蓮
縣
消
防
局
が
前
年
に
引
き
続
き
栗
原
市
総
合
防
災
訓
練

に
参
加
。
さ
ら
に
、
石
巻
市
・
女
川
町
と
の
間
で
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
住
民
の
広
域
避
難
協
定
を
締
結
し
、
災
害
対
応
力
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
震
災
復
興
、
防
災
、
観
光
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
栗
原
市
は
地
方
自
治
法
施
行
70
周

年
記
念
と
し
て
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
記
憶
を
守
り
、
未
来
へ
備
え
た
平
成
29
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

2017
平成 29 年

20年の歩み
H i s t o r y
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晴天の下、マラソンを楽しむランナー
（11月11日） 第1回秋の栗原収穫祭in巣鴨（10月20日） 平成20年岩手・宮城内陸地震追悼式（6月14日）

スマイル栗なび！アプリ配信
（2月1日）

くりでん創立100周年祭（12月15日） 栗原市表彰式（11月23日） ホッケー男子3か国親善試合（11月13日～23日） 栗原市観光案内所リニューアルオープン（4月1日）

山の駅くりこまオープン（4月20日）

1
月
7
日（
日
）
・
平
成
30
年
栗
原
市
成
人
式　
ゲ
ス
ト
：
清
水 

宏
保 

氏（
元
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
）／
木
山 

裕
策 

氏（
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）／
劇
団
ニ
ホ
ン
ジ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト【
若
柳
総
合
体
育
館
】

2
月
1
日（
木
）
・
母
子
健
康
手
帳
の
機
能
を
持
ち
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
ス
マ
イ
ル
栗
な
び
！
」を
配
信

3
月
1
日（
木
）
・
花
山
診
療
所
が
新
築
移
転
し
診
療
を
開
始

11
日（
日
）
・「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」公
開
生
放
送【
栗
原
文
化
会
館
】

31
日（
土
）
・
宮
野
小
学
校
と
築
館
中
学
校
の
栗
原
中
央
病
院
分
校
を
閉
校

4
月
1
日（
日
）
・
産
業
経
済
部
を
農
林
振
興
部
と
商
工
観
光
部
に
再
編

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始

・
瀬
峰
幼
稚
園
、
瀬
峰
保
育
所
を
幼
保
一
体
施
設
と
し
て
開
園
、
開
所

・
マ
リ
ン
保
育
園（
小
規
模
保
育
事
業
所
）を
認
可

・
く
り
こ
ま
高
原
駅
構
内「
栗
原
市
観
光
案
内
所
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

20
日（
金
）
・
栗
原
市
栗
駒
特
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー「
山
の
駅
く
り
こ
ま
」が
オ
ー
プ
ン【
栗
駒
地
区
】

・
ホ
ッ
ケ
ー
強
豪
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
中
・
高
校
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
招
き
、
市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
の
ホ
ッ

ケ
ー
部
と
交
流
試
合
開
催（
～
23
日
）【
築
館
多
目
的
競
技
場
】

5
月
1
日（
火
）
・「
栗
原
市
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
全
世
帯
に
配
布

6
月
14
日（
木
）
・
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震　
栗
原
市
追
悼
式【
栗
原
文
化
会
館
】

23
日（
土
）
・
く
り
は
ら
市
民
大
学
開
講
式【
金
成
庁
舎
】

7
月
6
日（
金
）
・
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
10
年
メ
モ
リ
ア
ル
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
～
7
日
）【
こ
の
花
さ
く
や
姫
プ
ラ
ザ
】

18
日（
水
）
・
南
投
市
学
校
交
流
選
手
団
が
若
柳
中
学
校
及
び
志
波
姫
中
学
校
卓
球
部
と
交
流
親
善
試
合（
～
21
日
）【
若
柳
中
学
校
】

22
日（
日
）
・「
第
50
回
宮
城
県
消
防
操
法
大
会
」ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
お
い
て
栗
原
市
消
防
団
金
成
地
区
団
チ
ー
ム
が
準
優
勝【
サ

ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
栗
駒
】

23
日（
月
）
・
平
成
30
年
7
月
豪
雨
支
援
の
た
め
広
島
県
府
中
市
に
職
員
2
人
派
遣

8
月
25
日（
土
）
・
2
0
1
8
栗
原
市
民
ま
つ
り “
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
く
り
は
ら
” 

～
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

栗
原
祭
～【
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
栗
原
志

波
姫
店
特
設
会
場
】

10
月
7
日（
日
）
・
心
に
き
ざ
む
文
化
講
演
会　
講
師
：
高
橋 

克
彦 

氏（
浮
世
絵
研
究
家
・
作
家
）【
栗
原
文
化
会
館
】

20
日（
土
）
・
第
1
回
秋
の
栗
原
収
穫
祭
㏌
巣
鴨
を
開
催【
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
】

・
台
湾
南
投
市
へ
市
長
を
は
じ
め
市
議
会
議
員
及
び
市
内
産
業
・
経
済
・
観
光
団
体
の
代
表
者
が
産
業
交
流
訪
問（
～
24
日
）

11
月
11
日（
日
）
・
第
4
回
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会【
若
柳
地
区
栗
原
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
】

13
日（
火
）
・
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
事
業
と
し
て
ホ
ッ
ケ
ー
男
子
日
本
代
表
チ
ー
ム
と
ド
イ
ツ
23
歳
以
下
代
表
チ
ー

ム
、
カ
ナ
ダ
代
表
チ
ー
ム
と
の
3
か
国
親
善
試
合
を
開
催（
～
23
日
）【
築
館
多
目
的
競
技
場
】

23
日（
金
）
・
平
成
30
年
度
栗
原
市
表
彰
式【
栗
原
文
化
会
館
】

27
日（
火
）
・
k
h
b
東
日
本
放
送
主
催
の
第
17
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
、
市
の
応
募
作
品「
お
い
で
よ
、
く
り
は
ら
」（
宮
東 

祐
貴
さ
ん
制
作
）が
映
像
賞
を
受
賞

12
月
15
日（
土
）
・
く
り
で
ん
創
立
１
０
０
周
年
祭（
～
16
日
）【
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
】

記
憶
を
胸
に
、
未
来
を
つ
な
ぐ  

― 

復
興
と
誇
り
の
年 

―

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
、
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
か
ら
10
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り「
追
悼
式
」や「
10
年

メ
モ
リ
ア
ル
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
栗
原
市
観
光
案
内
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
、
栗
原
市
栗
駒
特
産

物
直
売
セ
ン
タ
ー「
山
の
駅
く
り
こ
ま
」が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
地
元
の
観
光
資
源
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
す
る
拠
点
を
整
備

し
ま
し
た
。
観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
、
今
後
も
、
地
元
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
り
組
み
が
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
、
そ
ん
な
平
成
30
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

2018
平成 30 年

20年の歩み
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花山湖に浮かぶラプラス（8月3日）全国苔フェスティバルin栗原（10月26日） 完成した防災倉庫（4月1日） 「千年クロベ」を市天然記念物に指定（2月15日）「栗駒山麓ジオパーク」再認定（12月25日）

卓球で交流する中学生（10月13日～16日） 令和元年東日本台風（台風19号）発生（10月12日） 栗駒山麓ジオパークビジターセンターオープン
（4月1日）

乗合デマンド交通を導入（4月1日）

1
月
4
日（
金
）
・
宝
島
社
発
行
の「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」2
月
号「
2
0
1
9
年
版「
住
み
た
い
田
舎
」ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
東
北
第
1
位
、

小
さ
な
ま
ち（
人
口
10
万
人
未
満
）の
総
合
部
門
第
9
位

13
日（
日
）
・
平
成
31
年
栗
原
市
成
人
式　
ゲ
ス
ト
：
パ
ン
ダ
ラ
イ
オ
ン（
歌
手
）／
菅
原 

美
話 

氏（
タ
レ
ン
ト
）【
若
柳
総
合
体
育
館
】

2
月
15
日（
金
）
・「
千
年
ク
ロ
ベ
」を
市
天
然
記
念
物
に
指
定【
栗
駒
国
定
公
園
内
の
花
山
本
沢
岳
山
】

3
月
31
日（
日
）
・
千
葉 

章 

副
市
長 
が
退
任

4
月
1
日（
月
）
・
副
市
長
に 

菅
原 

信
二 
氏
が
就
任

・
市
内
公
共
交
通
を
再
編
し
市
民
バ
ス
の
広
域
路
線
と
市
内
連
携
路
線
を
片
道
１
０
０
円
、
地
域
内
路
線
に
自
宅
か
ら
地

区
内
の
拠
点
ま
で
片
道
３
０
０
円
の
乗
合
デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入

・
２
０
１
５
年
に
認
定
さ
れ
た
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
拠
点
と
し
て「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
」を
オ
ー
プ
ン

・
上
下
水
道
部
の
水
道
課
・
下
水
道
課
を
経
営
課
・
施
設
課
に
改
編

・
災
害
備
蓄
品
等
を
一
括
管
理
す
る「
防
災
倉
庫
」完
成【
市
役
所
南
側
】

・
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
の
機
能
移
管
と
し
て「
栗
原
中
央
病
院
感
染
制
御
セ
ン
タ
ー
」が
運
用
開
始

13
日（
土
）
・
高
清
水
中
学
校
と
瀬
峰
中
学
校
を
再
編
し
た「
栗
原
南
中
学
校
」開
校
式

5
月
1
日（
水
）
・「
平
成
」か
ら「
令
和
」に
改
元
さ
れ
る

14
日（
火
）
・
首
都
圏
と
栗
原
を
つ
な
ぐ
交
流
創
造
拠
点
と
し
て「
東
京
く
り
は
ら
オ
フ
ィ
ス
」を
開
設【
東
京
日
本
橋
】

6
月
9
日（
日
）
・
み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
築
館
工
区
の
供
用
が
開
始

11
日（
火
）
・
市
議
会
議
長
に 

佐
藤 

久
義 

氏
、
副
議
長
に 

阿
部 

貞
光 

氏 

が
就
任

8
月
3
日（
土
）
・
仙
台
・
宮
城
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー「
ラ
プ
ラ
ス
」の
足
漕
ぎ
ボ
ー
ト
が
２
艇
寄
贈
さ
れ
る【
花

山
少
年
旅
行
村（
花
山
湖
）】

31
日（
土
）
・
2
0
1
9
栗
原
市
民
ま
つ
り “
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
く
り
は
ら
” 

～
T
H
E 

栗
原
祭
～【
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
栗
原
志

波
姫
店
特
設
会
場
】

9
月
24
日（
火
）
・
株
式
会
社
勝
野
製
菓 

進
出
決
定【
若
柳
金
成
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
】

10
月
12
日（
土
）
・
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
19
号
）が
発
生
し
、
市
内
で
堤
防
決
壊
や
河
川
の
越
流
な
ど
の
被
害
が
発
生

床
上
床
下
浸
水
1
3
2
棟
、
道
路
被
害
5
9
0
ヶ
所
、
河
川
被
害
44
ヶ
所
、
通
行
止
め
1
3
3
ヶ
所
、

停
電
最
大
1
，
6
0
3
戸
、
避
難
者
1
，
3
1
0
人

13
日（
日
）
・
台
湾
南
投
市
学
校
交
流
事
業
で
志
波
姫
中
学
校
卓
球
部
15
人
が
南
投
国
民
中
学
校
を
交
流
訪
問（
～
16
日
）

14
日（
月
）
・
第
2
回
秋
の
栗
原
収
穫
祭
㏌
巣
鴨
を
開
催【
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
】

24
日（
木
）
・
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
19
号
）豪
雨
災
害
に
か
か
る
被
災
地
支
援
と
し
て
、
丸
森
町
へ
職
員
延
べ
16
人
及
び
給
水

車
を
派
遣（
～
31
日
）

26
日（
土
）
・
全
国
苔
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
栗
原【
栗
駒
地
区
】

11
月
1
日（
金
）
・
南
投
市
文
化
交
流
訪
問
団
が
来
訪
し
薬
師
ま
つ
り
参
加
等
の
文
化
交
流
を
行
う（
～
５
日
）

10
日（
日
）
・
第
5
回
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会【
若
柳
地
区
栗
原
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
】

23
日（
土
）
・
令
和
元
年
度
栗
原
市
表
彰
式【
栗
原
文
化
会
館
】

30
日（
土
）
・
心
に
き
ざ
む
文
化
講
演
会　
講
師
：
生
島 

ヒ
ロ
シ 

氏（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）【
栗
原
文
化
会
館
】

12
月
22
日（
日
）
・「
第
３
回
輝
け
！
お
ら
い
の
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」グ
ラ
ン
プ
リ
を
金
成
地
区
の
沢
辺
上
自
治
会
が
受
賞【
栗
原
文
化
会
館
】

25
日（
水
）
・「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定

新
時
代
の
幕
開
け
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
一
歩

― 

栗
原
の
誇
り
と
新
た
な
挑
戦 

―

元
号
が「
平
成
」か
ら「
令
和
」と
な
り
新
た
な
時
代
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。

4
月
に
は
、
旧
栗
駒
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
た「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」を
オ
ー
プ
ン
し
、
11
月
に
は
来

館
者
が
2
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
首
都
圏
と
栗
原
市
を
つ
な
ぐ
交
流
創
造
拠
点
と
し
て
、
情
報
発
信
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
移
住
・
観
光
促
進
の
窓

口
と
な
る「
東
京
く
り
は
ら
オ
フ
ィ
ス
」を
東
京
日
本
橋
に
開
設
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
令
和
元
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

2019
平成 31 年・令和元年

20年の歩み
H i s t o r y
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巣鴨で味わう栗原の特産品（10月24日）

恒例の行事も相次いで中止
（8月29日、11月8日）

コロナの影響を
受ける地元商店
の応援

新型コロナウイルス
感染症の影響に対す
る支援制度

発掘された「弩」から復元した模型
（東北職業能力開発大学校製作）（2月14日） 発掘された「弩」

台湾南投市姉妹都市提携調印式（11月23日） 栗原市合併15周年記念式典（11月23日）

熱戦を繰り広げる中学球児（8月10日）

交流創造拠点「仙台くりはらオフィス」（6月1日）

1
月
4
日（
土
）
・
宝
島
社
発
行
の「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」２
月
号「
２
０
２
０
年
版「
住
み
た
い
田
舎
」ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
東
北
第
２
位

と
な
る

12
日（
日
）
・
令
和
2
年
栗
原
市
成
人
式　
ゲ
ス
ト
：
青
空
応
援
団
／
マ
ギ
ー
審
司 

氏（
マ
ジ
シ
ャ
ン
）【
若
柳
総
合
体
育
館
】

2
月
3
日（
月
）
・「
栗
原
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」を
設
置

14
日（
金
）
・
国
史
跡
伊
治
城
跡
か
ら
出
土
し
た
古
代
の
武
器「
弩
」が
県
有
形
文
化
財
に
指
定

3
月
2
日（
月
）
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
市
内
小
中
学
校
を
春
休
み
を
挟
ん
で
５
月
20
日
ま
で
臨
時
休
校

4
月
1
日（
水
）
・
住
ま
い
る
栗
原
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
タ
ウ
ン
事
業「
眺
望
の
丘 

南
郷
」宅
地
分
譲
受
付
開
始【
志
波
姫
地
区
】

7
日（
火
）
・
東
京
な
ど
7
都
府
県
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
よ
る「
緊
急
事
態
宣
言
」が
発
令
さ
れ
、
そ
の
後
、

全
都
道
府
県
に
拡
大（
5
月
25
日
解
除
宣
言
）

14
日（
火
）
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て「
コ
ロ
ナ
に
負
げ
ね
べ
！
栗
原
市
!!
」が
選
定
さ
れ
る

15
日（
水
）
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
対
す
る「
栗
原
市
市
民
生
活
再
生
推
進
本
部
」及
び「
栗
原
市
市
民
生
活
再
生
推

進
室
」設
置

5
月
1
日（
金
）
・
栗
原
中
央
病
院
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
受
入
れ
病
床
の
運
用
を
開
始

・「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」特
別
定
額
給
付
金
を
支
給

6
月
1
日（
月
）
・
仙
台
圏
か
ら
の
移
住
検
討
者
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て「
仙
台
く
り
は
ら
オ
フ
ィ
ス
」を
開
設【
仙
台
フ
ォ
ー
ラ
ス
8
階

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
T
A
G
E
c
o
m
m
u
n
i
t
y
】

8
月
8
日（
土
）
・
市
内
小
中
学
校
の
夏
休
み
を
8
日
か
ら
19
日
ま
で
の
12
日
間
に
短
縮

10
日（
月
）
・
第
7
回
山
﨑
武
司
杯
東
北
中
学
野
球
選
抜
交
流
大
会【
栗
駒
野
球
場
】

29
日（
土
）
・
２
０
２
０
栗
原
市
民
ま
つ
り 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

10
月
24
日（
土
）
・
秋
の
栗
原
収
穫
祭
in
巣
鴨
2
0
2
0
を
開
催【
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
】

11
月
8
日（
日
）
・
第
６
回
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

23
日（
月
）
・
栗
原
市
合
併
15
周
年
記
念
式
典
及
び
令
和
２
年
度
栗
原
市
表
彰
式【
栗
原
文
化
会
館
】

・
初
代
栗
原
市
長 

佐
藤 

勇 

氏
を
栗
原
市
名
誉
市
民
第
１
号
に
推
戴

・
台
湾
南
投
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
調
印
式【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

15
年
の
歩
み
、
未
来
を
つ
な
ぐ

― 

共
に
乗
り
越
え
た
栗
原
の
絆 

―

栗
原
市
合
併
15
周
年
の
節
目
の
年
と
し
て
、
記
念
式
典
の
開
催
や
台
湾
南
投
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
仙
台
に
交
流
創
造
拠
点
と
し
て「
仙
台
く
り
は
ら
オ
フ
ィ
ス
」を
開
設
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
市
内
小
中
学
校
で
は
長
期
臨
時
休
校
と
な
り
、
ま
た
、
各
種
事
業
の
中
止
な
ど
を

余
儀
な
く
さ
れ
社
会
生
活
が
停
滞
し
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
に
負
げ
ね
べ
！
栗
原
市
!!
」を
合
言
葉
に
、
感
染
拡
大
防
止
を
図
り
な
が
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め

た
令
和
2
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

2020
令和 2 年

20年の歩み
H i s t o r y
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くりでんミュージアム入館者5万人達成（11月7日）

旧高橋家住宅が国有形文化財に登録（2月26日）栗駒六日町「はばたく商店街30選」（12月22日）

新しく開館した若柳公民館（12月1日）

第2次栗原市総合計画
後期基本計画

（12月17日）

１
月
４
日（
月
）
・
宝
島
社
発
行
の「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」２
月
号「
２
０
２
１
年
版「
住
み
た
い
田
舎
」ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
東
北
第
１
位

に
返
り
咲
き
、
５
年
連
続
ベ
ス
ト
３
に
ラ
ン
ク
イ
ン

・
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
班
を
設
置

10
日（
日
）
・
令
和
3
年
成
人
式
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
を
目
的
に
次
年
度
に
延
期

19
日（
火
）
・
大
塚
製
薬
株
式
会
社
と
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
災
害
対
策
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

2
月
26
日（
金
）
・「
旧
高
橋
家
住
宅
」（
風
の
沢
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）の「
主
屋
」及
び「
馬
屋
」が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録【
一
迫
地
区
片
子
沢
】

４
月
１
日（
木
）
・
市
民
生
活
部
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
を
設
置

・
不
育
症
検
査
費
用
助
成
事
業
を
開
始

・
乳
幼
児
精
神
発
達
精
密
健
康
診
査
を
開
始

5
日（
月
）
・
宮
城
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用（
5
月
11
日
ま
で
）

30
日（
金
） 

・
千
葉 

健
司 

栗
原
市
長
、
菅
原 

信
二 

副
市
長
が
退
任

５
月
１
日（
土
）
・
栗
原
市
長
に 

佐
藤 

智 

氏
が
就
任

６
日（
木
）
・
市
議
会
議
長
に 

佐
藤 

千
昭 

氏
、
副
議
長
に 

高
橋 

勝
男 

氏
が
就
任

17
日（
月
）
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
高
齢
者（
75
歳
以
上
）へ
の
接
種
開
始

18
日（
火
）
・
副
市
長
に 

佐
藤 

克
彦 

氏
が
就
任

25
日（
火
）
・
株
式
会
社
Ｄ
Ｇ 

T
e
c
h
n
o
l
o
g
i
e
s
と
立
地
協
定
を
締
結

７
月
25
日（
日
）
・
第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
）に
、
築
館
地
区
出
身
の
三
橋 

亜
記 

選

手（
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
）が
出
場（
～
7
月
31
日
）

８
月
20
日（
金
）
・
宮
城
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用（
8
月
26
日
ま
で
）

27
日（
金
）
・
宮
城
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令（
9
月
12
日
ま
で
）

28
日（
土
）
・
２
０
２
１
栗
原
市
民
ま
つ
り 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

9
月
13
日（
月
）
・
宮
城
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用（
9
月
30
日
ま
で
）

11
月
７
日（
日
）
・
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入
館
者
５
万
人
達
成

14
日（
日
）
・
第
７
回
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

23
日（
火
）
・
令
和
３
年
度
栗
原
市
礼
遇
者
推
戴
式
並
び
に
表
彰
式【
栗
原
文
化
会
館
】

12
月
１
日（
水
）
・
新
若
柳
公
民
館
が
開
館

５
日（
日
）
・
東
北
民
謡
の
祭
典
IN
栗
原
２
０
２
１【
栗
原
文
化
会
館
】

17
日（
金
）
・「
第
２
次
栗
原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」を
策
定

19
日（
日
）
・
大
山
日
出
男
セ
ク
ス
テ
ッ
ト
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
１
in
く
り
は
ら【
栗
原
文
化
会
館
】

22
日（
水
）
・
栗
駒
地
区  

六
日
町
通
り
商
店
街
が
経
済
産
業
省「
は
ば
た
く
商
店
街
30
選
」に
選
出

困
難
の
中
で
輝
い
た
挑
戦
と
学
び  

― 

未
来
へ
の
歩
み 

―

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
市
民
や

事
業
者
へ
の
生
活
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
一
年
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
市
民
が「
い
つ
で
も　
ど
こ
で
も　
だ
れ
で
も
」学
べ
る
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
新
若
柳
公
民
館
が
開
館
し

ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
栗
原
市
出
身
の
三
橋
亜
記
選
手
が
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
日
本
代
表
と
し
て
3
大
会

連
続
で
五
輪
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く
中
、
夢
と
希
望
を
感
じ
ら
れ
た
令

和
3
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

2021
令和 3 年

20年の歩み
H i s t o r y
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はなやまネットワーク「第9回ディスカバー農山漁村の宝」
奨励賞受賞（11月7日）

霧の中を駆け抜けるランナー（11月13日） 第52回全日本中学生ホッケー選手権大会（8月19日～22日）

栗駒山麓ジオパークビジターセンター来館者5万人達成
（9月17日）

厚生労働省宮城労働局と雇用対策協定締結
（8月1日） 開園した若柳認定子ども園（4月1日）

1
月
8
日（
土
）
・
栗
原
市
成
人
式（
令
和
３
年
新
成
人
）【
若
柳
総
合
体
育
館
】

10
日（
月
）
・
栗
原
市
成
人
式（
令
和
４
年
新
成
人
）【
若
柳
総
合
体
育
館
】

20
日（
木
）
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
く
り
は
ら
交
流
プ
ラ
ザ（
エ
ポ
カ
21
）内
に
開
設

3
月
16
日（
水
）
・
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
築
館
、
若
柳
、
志
波
姫
地
区
で
震
度
６
弱
を
観
測

4
月
1
日（
金
）
・
白
鳥
省
吾
記
念
館
名
誉
館
長
に 
佐
藤 

吉
一 

氏
を
委
嘱

・
若
柳
認
定
こ
ど
も
園（
若
柳
よ
し
の
幼
稚
園
、
若
柳
川
北
保
育
所
、
若
柳
川
南
保
育
所
を
再
編
）を
保
育
所
型
認
定
こ
ど

も
園
と
し
て
開
園

・
市
内
小
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校
前
期
課
程
で
25
人
編
成
に
よ
る
少
人
数
学
級
を
導
入

・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業（
産
後
ケ
ア
事
業
、
産
婦
健
康
診
査
）を
開
始

・
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
事
業（
伴
走
型
相
談
支
援
）を
開
始

5
月
27
日（
金
）
・「
花
山
の
千
年
ク
ロ
ベ
」が
県
天
然
記
念
物
に
指
定【
栗
駒
国
定
公
園
内
の
花
山
本
沢
岳
山
】

6
月
5
日（
日
）
・（
仮
称
）栗
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
道
路
改
良
工
事
安
全
祈
願
祭

7
月
1
日（
金
）
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

8
月
1
日（
月
）
・
厚
生
労
働
省
宮
城
労
働
局
と
雇
用
対
策
協
定
締
結

2
日（
火
）
・「
第
9
回
山
﨑
武
司
杯
東
北
中
学
野
球
選
抜
交
流
大
会
」開
催（
～
3
日
）【
栗
駒
野
球
場
】

19
日（
金
）
・
第
52
回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会（
～
22
日
）【
築
館
多
目
的
競
技
場
・
一
迫
多
目
的
広
場
】

27
日（
土
）
・
2
0
2
2
栗
原
市
民
ま
つ
り 

～
き
て
み
ら
い
ん 

く
り
は
ら
市
～ 【
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
栗
原
志
波
姫
店
特
設
会
場
】

9
月
11
日（
日
）
・
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
in
く
り
は
ら【
栗
原
文
化
会
館
】

17
日（
土
）
・
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
来
館
者
５
万
人
達
成 

10
月
15
日（
土
）
・
心
に
き
ざ
む
文
化
講
演
会　
講
師
：
舞
の
海 

秀
平 

氏（
元
関
取
）【
若
柳
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
】

11
月
7
日（
月
）
・（
一
社
）は
な
や
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
第
９
回
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」奨
励
賞
受
賞

13
日（
日
）
・
第
8
回
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン【
若
柳
地
区
栗
原
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
】

21
日（
月
）
・
第
17
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
研
修
会
in
栗
駒
山
麓
開
催（
～
23
日
）

23
日（
水
）
・
令
和
４
年
度
栗
原
市
表
彰
式【
若
柳
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
】

12
月
3
日（
土
）
・
k
h
b
東
日
本
放
送
主
催
の
第
21
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
、
市
の
応
募
作
品「
つ
づ
き
は
栗
原
市
で
」（
佐
藤 

暁
人
さ
ん
制
作
）が
金
賞
を
受
賞

新
た
な
息
吹
、
戻
り
つ
つ
あ
る
賑
わ
い― 

希
望
の
一
歩 

―

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
な
ど
に
よ
り
、
徐
々
に
収
束
の
兆
し
を
見
せ

始
め
ま
し
た
。感
染
対
策
を
講
じ
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
3
年
ぶ
り
と
な
る「
栗
原
市
民
ま
つ
り
」や「
栗

原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」な
ど
に
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
の
全
国
大
会
が
栗
原
市
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
栗
原
市
か
ら
出
場
し
た
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
は
、

予
選
を
勝
ち
進
み
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
健
闘
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
令
和
4
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

2022
令和 4 年

20年の歩み
H i s t o r y
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宮野小学校創立150周年を祝う記念創作（12月9日） 花山小学校児童による太鼓の演奏（11月12日） 日本RV協会包括連携に関する協定（5月22日） 市内小中学校給食費無償化（4月1日）

栗駒山麓ジオパークが日本ジオパークに再認定（12月14日） 公式ホッケータウン認定（11月15日） コロナ禍以前に実施していた種目も復活して
開催されたハーフマラソン（11月12日）

小児科医院が開院（7月1日）

1
月
8
日（
日
）
・
栗
原
市
二
十
歳
を
祝
う
会　
ゲ
ス
ト
：
狩
野 

英
孝 

氏（
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
）【
若
柳
総
合
体
育
館
】

4
月
1
日（
土
）
・
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
を
開
始

・
妊
産
婦
健
康
診
査
通
院
支
援
事
業
を
開
始

・
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助
成
事
業
を
開
始

・
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
給
付
事
業
の
第
1
子
・
第
2
子
の
出
生
祝
金
を
2
万
円
か
ら
5
万
円
に
増
額

・
赤
ち
ゃ
ん
用
品
支
給
事
業
の
１
か
月
の
支
給
額
を
3
千
円
か
ら
5
千
円
に
増
額

・
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業（
く
り
っ
子
ド
ク
タ
ー
子
育
て
相
談
事
業
）を
開
始

・
幸
せ
を
運
ぶ
こ
う
の
と
り
応
援
事
業（
不
妊
治
療
へ
の
助
成
）を
開
始

・
栗
原
市
奨
学
金
返
還
支
援
事
業（
市
内
企
業
就
職
者
へ
の
奨
学
金
返
還
支
援
）を
開
始

5
月
8
日（
月
）
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
2
類
相
当
か
ら
5
類
に
変
更
。「
栗
原
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
本
部
」を
廃
止

12
日（
金
）
・
市
議
会
議
長
に 

高
橋 

渉 

氏
、
副
議
長
に 

濁
沼 

一
孝 

氏
が
就
任

19
日（
金
）
・
佐
藤 

新
一 

教
育
長
が
退
任

20
日（
土
）
・
教
育
長
に 

千
葉 

睦
子 

氏
が
就
任

22
日（
月
）
・
一
般
社
団
法
人 

日
本
Ｒ
Ｖ
協
会
と
、
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結

28
日（
日
）
・
令
和
5
年
度
宮
城
県
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練【
一
迫
中
央
公
園
】

6
月
3
日（
土
）
・
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
15
年
震
災
復
興
祈
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム【
栗
原
文
化
会
館
】

27
日（
火
）
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
対
す
る「
栗
原
市
市
民
生
活
再
生
推
進
本
部
」及
び「
栗
原
市
市
民
生
活
再
生
推

進
室
」を
廃
止

7
月
1
日（
土
）
・
小
児
科
や
産
婦
人
科
医
療
施
設
の
開
設
経
費
に
対
す
る
市
の
助
成
事
業
を
活
用
し
、
築
館
地
区
に
小
児
科
医
院
が
開
院

8
月
5
日（
土
）
・
大
相
撲
時
津
風
部
屋
夏
合
宿（
～
８
日
）【
み
ち
の
く
伝
創
館
】

26
日（
土
）
・
2
0
2
3
栗
原
市
民
ま
つ
り 

～
巡
り
会
っ
ち
ゃ
い
な
よ
！
く
り
は
ら
で
。～【
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
栗
原
志
波
姫

店
特
設
会
場
】

9
月
28
日（
木
）
・
有
限
会
社
狩
野
農
友（
栗
駒
桜
田
上
）の
精
米
が
宮
城
県
代
表
と
し
て
新
嘗
祭
の
献
上
米
に
選
定

11
月
12
日（
日
）
・
第
9
回
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会【
若
柳
地
区
栗
原
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
】

・
花
山
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

15
日（
水
）
・
公
益
社
団
法
人
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
か
ら「
公
式
ホ
ッ
ケ
ー
タ
ウ
ン
」と
し
て
認
定

23
日（
木
）
・
令
和
５
年
度
栗
原
市
表
彰
式【
栗
原
文
化
会
館
】

27
日（
月
）
・
株
式
会
社
e
―
M
o
b
i
l
i
t
y  

P
o
w
e
r
と
、
栗
原
市
内
の
Ｅ
Ｖ
及
び
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
普
及
促
進
に
向
け
た

連
携
協
定
締
結

12
月
1
日（
金
）
・
新
志
波
姫
公
民
館
が
開
館

2
日（
土
）
・
k
h
b
東
日
本
放
送
主
催
の
第
22
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
、
市
の
応
募
作
品「
＃
栗
原
」（
佐
藤 

暁
人
さ
ん
、

千
葉 

翔
太
さ
ん
、
宮
東 

祐
貴
さ
ん
制
作
）が
映
像
賞
を
受
賞

8
日（
金
）
・
高
清
水
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

9
日（
土
）
・
宮
野
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

14
日（
木
）
・「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
２
度
目
の
再
認
定

活
気
が
戻
り
、
記
憶
を
つ
な
ぐ

― 

希
望
と
共
に
歩
ん
だ
一
年 

―

平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
発
生
か
ら
15
年
の
節
目
を
迎
え
、
震
災
復
興
祈
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
震
災
の
記

憶
を
伝
え
、
後
世
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が
安
心
し
て
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
教
育
に
要
す
る
費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
、
市
立

学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。

長
ら
く
脅
威
と
な
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
国
の
取
り
扱
い
が
5
月
か
ら
緩
和
さ
れ
、
市
内
各
地
で
多
く

の
行
事
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
か
つ
て
の
活
気
が
戻
っ
て
き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
令
和
5
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

2023
令和 5 年

20年の歩み
H i s t o r y
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親善大使
台湾初訪問

（12月23日 
～27日）

誕生20周年
スタート宣言

（2025年4月1日）

少年の主張全国大会
内閣総理大臣賞受賞

（11月24日）

オーガニック
ビレッジ宣言

（2025年2月10日）

タクシー利用助成事業を開始（4月1日）

書かない窓口を開始（1月16日） 住みたい田舎全国総合1位（1月4日）

栗原市ゼロカーボンシティ宣言（2月9日）

20年の歩み
H i s t o r y

1
月
3
日（
水
）
・
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
か
か
る
被
災
地
支
援
の
た
め
職
員
を
派
遣（
石
川
県
珠
洲
市
、
羽
咋
市
、
輪
島
市
、
能
登
町
）

4
日（
木
）
・
宝
島
社
発
行
の「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」２
月
号「
２
０
２
４
年
版　
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
人
口
５
万
人

以
上
10
万
人
未
満
の
市
総
合
部
門
で
第
１
位
を
獲
得

7
日（
日
）
・
栗
原
市
二
十
歳
を
祝
う
会　
ゲ
ス
ト
：
村
田 

諒
太 

氏（
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
）【
若
柳
総
合
体
育
館
】

16
日（
火
）
・
証
明
書
の
申
請
手
続
き
で
氏
名
や
住
所
を
書
か
ず
に
済
む「
書
か
な
い
窓
口
」を
開
始

19
日（
金
）
・
能
登
半
島
地
震
に
か
か
る
被
災
地
支
援
と
し
て
、
石
川
県
珠
洲
市
へ
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム（
D
M
A
T
）隊
員
5
人（
医

師
、
看
護
師
、
事
務
局
職
員
）を
派
遣（
～
23
日
ま
で
）

26
日（
金
）
・
能
登
半
島
地
震
に
か
か
る
被
災
地
支
援
と
し
て
、
珠
洲
市
へ
職
員
４
人
及
び
給
水
車
を
派
遣（
～
30
日
）

2
月
4
日（
日
）
・
心
に
き
ざ
む
文
化
講
演
会　
講
師
：
堀 
ち
え
み 

氏（
タ
レ
ン
ト
）【
栗
原
文
化
会
館
】

9
日（
金
）
・「
栗
原
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」を
宣
言

3
月
31
日（
日
）
・
市
民
生
活
部
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
を
廃
止

4
月
1
日（
月
）
・
栗
原
市
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
を
開
始

・
50
歳
以
上
を
対
象
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を
開
始

・
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課
内
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

・
幸
せ
を
運
ぶ
こ
う
の
と
り
応
援
事
業
の
治
療
費
の
助
成
額
を
増
額
、
及
び
検
査
費
用
の
一
部
助
成
開
始

7
月
1
日（
月
）
・
市
役
所
本
庁
舎
及
び
総
合
支
所
等
19
の
公
共
施
設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指
定

8
月
6
日（
火
）
・
第
33
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
2
0
2
4
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）に
、
高
清
水
地
区
出
身
の
鵜
澤 

飛
羽 

選
手（
陸
上

2
0
0
ｍ
）が
出
場（
～
8
日
）

31
日（
土
）
・
2
0
2
4
栗
原
市
民
ま
つ
り 

～
結
ぶ
き
ず
な  

広
が
る
笑
顔
～【
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
栗
原
志
波
姫
店
特
設
会
場
】

9
月
1
日（
日
）
・
市
役
所
本
庁
舎
に
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
端
末
を
設
置

5
日（
木
）
・「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」が
国
の「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
防
災
資
産
」に
認
定

10
月
1
日（
火
）
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
各
種
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
付
申
請
を
開
始

・
4
総
合
支
所
の
窓
口
で
各
種
証
明
書
の
発
行
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
開
始

2
日（
水
）
・
K
O
D 

T
E
C
株
式
会
社
と
立
地
協
定
を
締
結

12
日（
土
）
・
心
に
き
ざ
む
文
化
講
演
会　
講
師
：
近
藤 

サ
ト 

氏（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）【
栗
原
文
化
会
館
】

11
月
10
日（
日
）
・
第
10
回
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会【
若
柳
地
区
栗
原
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
】

23
日（
土
）
・
令
和
６
年
度
栗
原
市
表
彰
式【
栗
原
文
化
会
館
】

・
k
h
b
東
日
本
放
送
主
催
の
第
23
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
、
市
の
応
募
作
品「
僕
は
伝
え
た
い
」（
佐
藤 

暁
人

さ
ん
、
千
葉 

翔
太
さ
ん
、
宮
東 

祐
貴
さ
ん
、
安
蘇 

悠
眞
さ
ん
制
作
）が
映
像
賞
を
受
賞

24
日（
日
）
・
第
46
回
少
年
の
主
張
全
国
大
会
に
お
い
て
栗
原
南
中
学
校
３
年
生
ケ
イ
バ
ー 

ジ
ー
バ
さ
ん
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

12
月
23
日（
月
）
・
第
１
回
く
り
は
ら
親
善
大
使
派
遣
事
業　
台
湾
南
投
市
へ
中
学
生
20
人
を
派
遣（
～
27
日
）　

２
０
２
５

1
月
12
日（
日
）
・
栗
原
市
二
十
歳
を
祝
う
会　
ゲ
ス
ト
：
小
林 

さ
や
か 

氏【
若
柳
総
合
体
育
館
】

31
日（
金
）
・
登
米
市
と
水
道
事
業
に
お
け
る
安
定
的
な
水
供
給
に
向
け
た
相
互
連
携
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結

2
月
1
日（
土
）
・「
栗
原
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」を
導
入

10
日（
月
）
・「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」を
宣
言

26
日（
水
）
・
林
野
火
災
に
か
か
る
緊
急
消
防
援
助
隊
応
援
出
動
と
し
て
消
防
職
員
延
べ
51
人
派
遣【
岩
手
県
大
船
渡
市
】

4
月
1
日（
火
）
・
栗
原
市
誕
生
20
周
年 “
20
t
h  

A
n
n
i
v
e
r
s
a
r
y   

K
U
R
I
H
A
R
A
” 

ス
タ
ー
ト
宣
言

5
日（
土
）
・
栗
原
市
誕
生
20
周
年
記
念
式
典【
栗
原
文
化
会
館
】

27
日（
日
）
・
栗
原
市
長
に 

佐
藤  

智 

氏
が
再
選

5
月
8
日（
木
）
・
市
議
会
議
長
に 

尾
形 

勝
通 

氏
、
副
議
長
に 

菅
原 

勇
喜 

氏
が
就
任

17
日（
土
）
・
佐
藤 

克
彦 

副
市
長
が
退
任

18
日（
日
）
・
副
市
長
に 

三
塚  

満 

氏
が
就
任

魅
力
の
ま
ち
、
全
国
第
一
位  

― 

希
望
と
誇
り
の
一
年 

―

移
住
・
定
住
対
策
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、
2
0
2
4
年
版「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
お
い
て
、「
人

口
5
万
人
以
上
10
万
人
未
満
の
市
」総
合
部
門
で
、
全
国
第
1
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て「
栗
原
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
表
明
し
た
ほ
か
、

地
域
公
共
交
通
対
策
と
し
て
県
内
初
の「
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
」を
導
入
し
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
栗
原
市
出
身
の
鵜
澤
飛
羽
選
手
が
陸
上
競
技
男
子
2
0
0
ｍ
に
出
場
し
ま
し
た
。

準
決
勝
ま
で
進
出
し
た
そ
の
姿
は
多
く
の
市
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
令
和
6
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

2024
令和 6 年
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● 地目別土地利用面積 ●

● 保育所児童数 ●

● 学校数と園児・児童・生徒数 ●

畑 2,520ha／3％
【H27】2,400ha／3％

宅地 3,116ha／4％
【H27】3,038ha／4％

田 15,000ha／19％
【H27】16,100ha／20％

山林
44,207ha
55％
【H27】
44,458ha
55％

その他15,657ha／19％
【H27】14,501ha／18％

※資料：県地域振興課（令和５年４月１日現在）

● 人口推移 ●

● 栗原市の位置 ●

● 年齢別人口 ●

● 産業別就業者人口（従業員総数 25,458人） ●

※各年度３月31日現在（H17は４月１日現在）

※令和7年３月31日現在

※（　）内の数値は平成27年度と比較した数値（令和7年４月１日現在）
※ 小規模保育事業所・認定こども園を含む

※私立幼稚園含む。※（　）内の数値は平成27年度と比較した数値（令和7年５月１日現在）

●学校数

503人
（▲371人）

入所児童数保育所数

13施設
（▲1施設）
【H27】14施設

664人
（▲256人）

定員の合計

【H27】920人 【H27】874人

幼稚園
11（▲3）
【H27】14

小学校
11（▲2）
【H27】13

中学校
6（▲2）
【H27】8

義務教育学校
1（1）
【H27】0

高等学校
4（▲1）
【H27】4

●園児・児童・生徒数 （単位：人）

幼稚園
793（▲180）
【H27】973

小学校
2,022（▲1，109）
【H27】3,131

中学校
1,204（▲523）
【H27】1,727

義務教育学校
341（341）
【H27】0

高等学校
984（▲565）
【H27】1,549

90,000

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

（人）
H27H17 H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3 R4 R5 R6

71,222

36,843

34,37934,379

82,588

42,739

39,84939,849

70,059

36,222

33,83733,837

68,946

35,604

33,34233,342

67,829

35,040

32,78932,789

66,618

34,394

32,22432,224

65,419

33,728

31,69131,691

64,102

32,984

31,11831,118

62,672

32,191

30,48130,481

61,318

31,453

29,86529,865

59,938

30,715

29,22329,223

◉面積  805㎢

宮城県

栗原市

※（　）の数値は平成26年度と比較した数値　　※数値は令和６年度のもの

分　類 従業員数（人） 割 合（％） 分　類 従業員数（人） 割 合（％）
農業・林業
漁業
鉱業・採石業・砂利採取業
建設業
製造業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業・郵便業
卸売・小売業

902
18
4

2,699
5,928
57
8

1,154
4,620

3.54
0.07
0.02
10.60
23.29
0.22
0.03
4.53
18.15

金融業・保険業
不動産業・物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業・飲食サービス業
生活関連業サービス・娯楽業
教育・学習支援業
医療・福祉
複合サービス業
サービス業

275
237
425
1,400
810
304
3,868
1,151
1,598

1.08
0.93
1.67
5.50
3.18
1.19
15.19
4.52
6.28

１００歳以上

95～99歳

90～94歳

85～89歳

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

5～9歳

0～4歳

　　　　　　　　　　　　　 12 

　　　　　　　　　　　　 148 

　　　　　　　　　　  539 

　　　　　　　　　987 

　　　　　　  1,431 

　　 2,450 

3,142 

　  2,656 

　　　　2,090 

　　　　　 1,659 

　　　　　1,848 

　　　　 1,976 

　　　　　1,791 

　　　　　　 1,431 

　　　　　　　  1,086 

　　　　　　　　　995 

　　　　　　　  1,129 

　　　　　　　 1,271 

　　　　　　　  1,129 

　　　　　　　　　 899 

　　　　　　　　　　  554 

83 

　 513 

　　　　　 1,501 

　　　　　　　 2,024 

　　　　　　　1,973 

　　　　　　　　　2,458 

　　　　　　　　　　　　3,223 

　　　　　　　　　　2,758 

　　　　　　　 2,015 

　　　　　  1,589 

　　　　　　1,718 

　　　　　　1,747 

　　　　　  1,616 

　　　　1,195 

　　　 950 

　　 806 

　　　 966 

　　　　1,120 

　　　　1,101 

　　 824 

　 535 

男性
総数２９,２２３人

男女合計 59,938人

女性
総数30,715人

出生
0.6人

死亡
3.7人

離婚
0.2組

婚姻
0.3組

転入
3.5人

ごみの処理量
45.79ｔ

市立病院外来
患者数
569.30人

交通事故
件数
0.2件

火災損害額
285千円

火災発生件数
0.14件

交通事故
死傷者数
0.2人

救急自動車
出動件数
10.4件

刑法犯
認知件数
0.6件

転出
4.2人

※各種数値は、年間の数値を365日で除した単純平均値で、市立病院外来患者数は診察日数で除した平均値とする。
※婚姻件数、離婚件数について、婚姻は夫の住所、離婚は別居する前の住所が市内である者の件数である。（資料：県保健福祉総務課「人口動態総計」）
※交通事故件数は、人身事故と物損事故を併せた値である。

● 栗原の１日 ●

※出典：統計でみる栗原  令和6年版

※公務を除く　※資料：令和３年経済センサス

●火災発生件数●
47件（▲5件）　　　　【H26】52件

●ごみ処理量●
16,528ｔ（▲1,434t）　　　　　　　【H26】17,962件

●交通事故件数●
65件（▲140件）　　　　【H26】205件

●水洗化率●
84.0％（6.2％）　　　　　【H26】77.8％

●保育所年間延べ児童数●
7,041人（▲4,423人）　　　　　　【H26】11,464人

●学校給食実施率●
100％（0％）　　　　 【H26】100％

●市立病院の医師数●
41人（4人）　　　  【H26】37人

●道路舖装済延長●
1,326.8㎞（24.9㎞）　　　　　　  　【H26】1,301.9㎞

●市内の病院数・病床数●
4施設（▲１施設）　　　　【H26】5施設 543床（▲262床）　　　　　【H26】805床

データで
見る
栗原市
K u r i h a r a   S t a t i s t i c s
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The History of Kurihara City's 
Administration and Assembly

行
政 

の
歩
み

行
政 

の
歩
み

議
会 

の
歩
み

歴　順 議長氏名 副議長氏名 在任期間

歴　順 氏　名 在任期間

歴　順 氏　名 在任期間

歴　順 氏　名 在任期間 歴　順 氏　名 在任期間

歴　順 氏　名 在任期間

歴　順 氏　名 在任期間

歴　順 氏　名 在任期間
佐　藤　覚次郎

佐　藤　　　勇

千　葉　健　司

佐　藤　　　智

職務執行者

初　代

第２代

第３代

平成１７年４月１日～
平成１７年４月３０日
平成１７年５月１日～
平成２９年４月３０日
平成２９年５月１日～
令和３年４月３０日
令和３年５月１日～
現任中

佐　藤　光　平

久　我　竹五郎

後　藤　邦　正

佐々木　一　彦

暫　定

初　代

第２代

第３代

平成１７年４月１日～
平成１７年５月１９日
平成１７年５月２０日～
平成２１年５月１９日
平成２１年５月２０日～
平成２５年５月１９日
平成２５年５月２０日～
平成２９年５月１９日

久　我　竹五郎

佐　藤　光　平

亀　井　芳　光

佐　藤　新　一

千　葉　睦　子

暫　定

初　代

第２代

第３代

第４代

平成１７年４月１日～
平成１７年５月１９日
平成１７年５月２０日～
平成２１年５月１９日
平成２１年５月２０日～
平成２９年４月３０日
平成２９年５月２０日～
令和５年５月１９日
令和５年５月２０日～
現任中

小　泉　　　勝

鈴　木　元　悦

平　本　哲　也

初　代

第２代

第３代

平成２０年４月１日～
平成２７年１月３１日
平成２７年４月１日～
平成２８年３月３１日
平成２８年４月１日～
現任中

歴　順 氏　名 在任期間
柳　川　輝　久

髙　橋　正　明

佐　藤　　　智

千　葉　　　章

菅　原　信　二

佐　藤　克　彦

三　塚　　　満

初　代

第２代

第３代

第４代

第５代

第６代

第７代

平成１７年５月１８日～
平成２２年１２月３１日
平成２３年１月１日～
平成２６年１２月３１日
平成２７年１月１６日～
平成２９年１月３１日
平成２９年５月１８日～
平成３１年３月３１日
平成３１年４月１日～
令和３年４月３０日
令和３年５月１８日～
令和７年５月１７日
令和７年５月１８日～
現任中

※法改正により、平成１９年４月１日付で「助役」を「副市長」に改称

※法改正により、平成２１年５月１７日付で収入役の役職を廃止

※法改正により、平成２９年５月１９日付で委員長の役職を廃止

市　　　長

副　市　長

教　育　長

代表監査委員

病院事業管理者

教育委員会委員長

長谷川　　　翼

長谷川　　　翼

沼　倉　秋　良

小　林　吉　雄

暫　定

初　代

第２代

第３代

平成１７年４月１日～
平成１７年５月１９日
平成１７年５月２０日～
平成３０年１月３１日
平成３０年２月１日～
令和３年５月１９日
令和３年５月２０日～
現任中

選挙管理委員会委員長

二階堂　憲　夫初　代 平成１７年５月１８日～
平成２１年５月１７日

収　入　役

藤　原　　　賢

鈴　木　良　喜

田　崎　次　男

鈴　木　　　弘

武　田　孝　一

藤　野　修　一

初　代

第２代

第３代

第４代

第５代

第６代

平成２５年５月１９日～
平成２９年５月１８日
平成２９年５月１９日～
令和３年５月１８日
令和３年５月１９日～
令和７年５月１８日
令和７年５月１９日～
現任中

平成１７年５月１９日～
平成２１年５月１８日
平成２１年５月１９日～
平成２５年５月１８日

歴　順 氏　名 在任期間

固定資産評価審査委員会委員長

寺　川　清　志

狩　野　昭　雄

佐　藤　　　昇

沼　倉　健　一

菅　原　勝　直

初　代

第２代

第３代

第４代

第５代

平成２３年５月２０日～
平成２６年５月１９日
平成２６年５月２０日～
令和２年５月１９日
令和２年５月２０日～
現任中

平成１７年５月２０日～
平成２０年５月１９日
平成２０年５月２０日～
平成２３年５月１９日

農業委員会会長

佐　藤　龍　光

千　葉　　　聰

鈴　木　征　夫

武　田　邦　彦

門　傳　　　仁

佐　藤　健　一

高　橋　次　男

菅　原　　　博

石　川　秋　男

千　葉　幸　雄

築　館

若　柳

栗　駒

高清水

一　迫

瀬　峰

鶯　沢

金　成

志波姫

花　山

平成１７年４月１日～
平成１７年７月１９日
平成１７年４月１日～
平成１７年７月１９日
平成１７年４月１日～
平成１７年７月１９日
平成１７年４月１日～
平成１７年７月１９日
平成１７年４月１日～
平成１７年７月１９日
平成１７年４月１日～
平成１７年７月１９日
平成１７年４月１日～
平成１７年７月１９日
平成１７年４月１日～
平成１７年７月１９日

平成１７年４月１日～
平成１７年７月１９日
平成１７年４月１日～
平成１７年７月１９日

令和７年５月８日～
現任中

議長・副議長
教育長

千葉　睦子
在任期間

令和５年５月２０日～

市　長
佐藤　　智

在任期間
令和３年５月１日～

副市長
三塚　　満

在任期間
令和７年５月１８日～

議　長
尾形　勝通

在任期間
令和７年５月８日～

副議長
菅原　勇喜

在任期間
令和７年５月８日～

病院事業管理者
平本　哲也

在任期間
平成２８年４月１日～

平成１７年７月１９日までは、農業委員会等に関する法律第３４条第１項の規定により、旧１０町村の農業委員会は
新市の農業委員会として存続しました。

佐々木　幸　一

髙　橋　義　雄

加　藤　雄八郎

小　岩　孝　一

佐　藤　千　昭

石　川　正　運

濁　沼　一　孝

瀨　戸　健治郎

佐　藤　久　義

佐　藤　千　昭

高　橋　　　渉

尾　形　勝　通

佐　藤　　　勇

寺　館　重　義

小　岩　孝　一

瀨　戸　健治郎

佐　藤　久　義

五十嵐　　　勇

佐　藤　　　悟

相　馬　勝　義

阿　部　貞　光

高　橋　勝　男

濁　沼　一　孝

菅　原　勇　喜

初　代

第２代

第３代

第４代

第５代

第６代

第７代

第８代

第９代

第１０代

第１１代

第１２代

平成１７年５月１３日～
平成１９年６月１２日
平成１９年６月１２日～
平成２１年４月３０日
平成２１年５月１日～
平成２２年２月１９日
平成２２年２月１９日～
平成２３年６月１６日
平成２３年６月１６日～
平成２５年４月３０日
平成２５年５月１日～
平成２７年６月９日
平成２７年６月９日～
平成２９年４月３０日
平成２９年５月２日～
令和元年６月１１日
令和元年６月１１日～
令和３年４月３０日
令和３年５月６日～
令和５年５月１２日
令和５年５月１２日～
令和７年４月３０日

地区名 氏　名 在任期間
合併後の地区農業委員会会長

千　葉　幸　雄

門　傳　　　仁

鈴　木　康　則

吉　田　優　俊

初　代

第２代

第３代

第４代

平成２６年７月２４日～
令和４年８月１６日
令和４年８月２９日～
現任中

平成１７年７月２４日～
平成２０年７月２３日
平成２０年７月２４日～
平成２６年７月２３日

歴　順 氏　名 在任期間
市農業委員会会長

行政・議会
の歩み　
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栄
誉
の
楯

輝
く
日
本
一 

く
り
は
ら
大
賞

栄
誉
の
楯
は
、
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
分
野
に
お
い
て
、
世
界
規
模
の
大
会
に
出

場
し
、
活
躍
さ
れ
、
広
く
市
民
に
希
望
と
勇
気

を
与
え
た
、
市
と
関
係
の
深
い
個
人
や
団
体
に

対
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

輝
く
日
本
一
く
り
は
ら
大
賞
は
、
市
民
が
各
分
野
に
お
い
て
、
日
本
一
ま

た
は
そ
れ
に
準
じ
る
成
績
を
収
め
、
広
く
市
民
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
た
個

人
や
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

髙
たか

橋
はし

 龍
りゅう

平
へい

 さん
贈呈年：R1

ものづくり（建築大工）

鵜
う

澤
ざわ

 飛
と

羽
わ

 さん
贈呈年：R1

陸上

鈴
すず

木
き

 満
ま

美
み

子
こ

 さん
贈呈年：H29,30【2回】

砲丸投・ソフトボール投

空手
栗原市空手道協議会　高清水支部

佐
さ

々
さ

木
き

 秀
しゅう

大
た

 さん（写真）、佐
さ

々
さ

木
き

 璃
り

音
お

 さん、菅
すが

原
わら

 理
さと

史
し

 さん
贈呈年：R7

呉
くれ

地
ち

 正
まさ

行
ゆき

 さん
ラムサール賞

ワイズユース部門　受賞
贈呈年：R5

鳥類保護活動

狩
かり

野
の

 真
ま

美
み

 さん
第18回アジア競技大会
ホッケー女子　優勝

贈呈年：H30

ホッケー

深
ふか

見
み

 泰
たい

雅
が

 さん
贈呈年：H30

ホッケー

山
やま

本
もと

 悠
ゆう

馬
ま

 さん
贈呈年：H30

空手

小
お

野
の

寺
でら

 美
み

唯
い

菜
な

 さん
贈呈年：R3

空手

若
わか

見
み

 奈
な

津
つ

子
こ

 さん
贈呈年：R3

書道

大
おお

場
ば

 陽
よう

成
せい

 さん
贈呈年：R2,3【2回】

ホッケー

千
ち

葉
ば

 友
ゆう

貴
き

 さん
贈呈年：H30,R2【2回】

ホッケー

藤
ふじ

原
わら

 拓
たく

馬
ま

 さん
贈呈年：R2

ホッケー

崎
さき

野
の

 寛
かん

太
た

 さん
贈呈年：R5

作文

佐
さ

々
さ

木
き

 璃
り

音
お

 さん
贈呈年：H26,28,29,30,R5,6【6回】

空手

ケイバー ジーバ さん
贈呈年：R6

弁論

伊
い

藤
とう

 愛
あい

華
か

 さん
贈呈年：R7

野球

熊
くま

谷
がい

 大
たい

誠
せい

 さん
贈呈年：R7

野球

菊
きく

地
ち

 絢
あや

翔
と

 さん
贈呈年：R5

ポスター

菅
すが

原
わら

 理
さと

史
し

 さん
贈呈年：H30,R5,6【3回】

空手

氏
うじ

家
いえ

 颯
りゅう

 さん
贈呈年：R6

陸上

佐
さ

藤
とう

 潤
じゅん

一
いち

 さん
贈呈年：R7

アーチェリー

三
み

浦
うら

 正
まさ

視
み

 さん
贈呈年：H27,28,R5【3回】

フライングディスク

佐
さ

々
さ

木
き

 美
み

聡
さと

 さん
贈呈年：R6

空手

佐
さ

藤
とう

 芹
せ

成
な

 さん
贈呈年：R6

野球

鈴
すず

木
き

 結
ゆ

美
み

子
こ

 さん
贈呈年：R5,6,7【3回】

ビーンバッグ投

久
く

保
ぼ

 琳
り

音
おん

 さん
贈呈年：R5

剣道

髙
たか

橋
はし

 栄
えい

一
いち

 さん
贈呈年：R5

畜産（牛）

佐
さ

藤
とう

 健
たける

 さん
贈呈年：R6

野球

芳
は

賀
が

 陸
りく

 さん
贈呈年：R7

空手

佐
さ

藤
とう

 千
ち

鶴
づる

 さん
贈呈年：R4

書道

佐
さ

崎
ざき

 豪
たけし

 さん
贈呈年：R5

空手

千
ち

葉
ば

 晴
はる

翔
と

 さん
贈呈年：R6

野球

藤
ふじ

原
わら

 蓮
れん

 さん
贈呈年：R6,7【2回】

空手

齋
さい

藤
とう

 葵
あおい

 さん
贈呈年：H27

空手

菅
すが

原
わら

 夏
なつ

海
み

 さん
贈呈年：H28,29【2回】

空手

有限会社川口グリーンセンター
贈呈年：R6

農業

佐
さ

藤
とう

 恭
きょう

 さん
贈呈年：H22,28【2回】

空手

武
たけ

田
だ

 倖
こう

芽
が

 さん
贈呈年：H28

空手

佐
さ

々
さ

木
き

 秀
しゅう

大
た

 さん
贈呈年：H28

空手

一般社団法人はなやまネットワーク
贈呈年：R5

地域活動

東北職業能力開発大学校　住居環境科２年
坂
さか

下
した

 賢
けん

哉
や

 さん、渡
わたなべ

部 真
ま

央
お

 さん、福
ふく

山
やま

 杏
あん

 さん
贈呈年：R6

建築

三
みつ

橋
はし

 亜
あ

記
き

 さん
リオデジャネイロオリンピック 2016

東京オリンピック 2020
ホッケー競技　出場

贈呈年：H24,H29,R3【3回】

ホッケー

秋
あき

山
やま

 輝
てる

吉
よし

 さん
リオデジャネイロオリンピック 2016

ライフル射撃競技　出場
贈呈年：H24,H29【2回】

ライフル射撃

※平成27年6月1日から令和7年11月30日までに贈呈し、「広報くりはら」に掲載した方々をご紹介しております。
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